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(57)【要約】
【課題】ＥＧＲ通路に設けられたＥＧＲ弁が開固着した
場合においても、ＥＧＲガス量が過多になることを抑制
するとともに、トルクを確保することを可能にする技術
を提供する。
【解決手段】複数のバンクを有する内燃機関と、複数の
バンクのうちの一部のバンクである所定のＥＧＲ取り出
し有りバンクからの排気の一部を取り出してＥＧＲガス
として吸気通路に流入させる一又は複数のＥＧＲ通路と
、各ＥＧＲ通路に設けられたＥＧＲ弁と、各ＥＧＲ取り
出し有りバンクの吸気量を制御する吸気量制御手段と、
各ＥＧＲ弁の開固着を検知する故障検知手段と、ＥＧＲ
弁の開固着が検知された場合に、ＥＧＲ取り出し有りバ
ンクのうち、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧ
Ｒ通路によってその排気の一部がＥＧＲガスとして取り
出されるように構成されているＥＧＲ取り出し有りバン
クの吸気量を、ＥＧＲ弁が開固着していない時よりも減
少させる故障時制御手段と、を備える。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のバンクを有する内燃機関と、
　前記複数のバンクのうちの一部のバンクである所定のＥＧＲ取り出し有りバンクからの
排気の少なくとも一部を取り出してＥＧＲガスとして前記内燃機関の吸気通路に流入させ
る一又は複数のＥＧＲ通路と、
　前記各ＥＧＲ通路に設けられたＥＧＲ弁と、
　前記各ＥＧＲ取り出し有りバンクへ流入する吸気量を制御する吸気量制御手段と、
　前記各ＥＧＲ弁の開固着を検知する故障検知手段と、
　前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された場合に、前記ＥＧＲ取り
出し有りバンクのうち、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路によってその排
気の一部がＥＧＲガスとして取り出されるように構成されているＥＧＲ取り出し有りバン
クの吸気量を、ＥＧＲ弁が開固着していない通常時よりも減少させる故障時制御手段と、
を備えることを特徴とする内燃機関のＥＧＲ装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記故障時制御手段は、前記開固着したＥＧＲ弁の開度が開き側の開度であるほど、当
該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路によってその排気の一部がＥＧＲガスとし
て取り出されるＥＧＲ取り出し有りバンクの吸気量を、より減少させることを特徴とする
内燃機関のＥＧＲ装置。
【請求項３】
　請求項１又は２において、
　前記各ＥＧＲ取り出し有りバンクに個別に接続された個別吸気通路を更に備え、
　前記吸気量制御手段は、前記各個別吸気通路に設けられた個別スロットル弁を有し、
　前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された
場合に、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路によってその排気の一部がＥＧ
Ｒガスとして取り出されるＥＧＲ取り出し有りバンクに接続された個別吸気通路に設けら
れた前記個別スロットル弁の開度を、ＥＧＲ弁が固着していない通常時よりも閉じ側の開
度にすることを特徴とする内燃機関のＥＧＲ装置。
【請求項４】
　請求項１又は２において、
　前記吸気量制御手段は、前記各ＥＧＲ取り出し有りバンクの気筒の吸気バルブタイミン
グを可変制御可能な吸気ＶＶＴ機構を有し、
　前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された
場合に、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路によってその排気の一部がＥＧ
Ｒガスとして取り出されるＥＧＲ取り出し有りバンクの気筒の吸気バルブの閉弁時期を、
ＥＧＲ弁が固着していない通常時よりも遅角させることを特徴とする内燃機関のＥＧＲ装
置。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項において、
　前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された
場合に、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路によってその排気の一部がＥＧ
Ｒガスとして取り出されるＥＧＲ取り出し有りバンクの気筒に対して燃料カット制御を行
うことを特徴とする内燃機関のＥＧＲ装置。
【請求項６】
　請求項３において、
　前記ＥＧＲ通路は、その吸気通路側の端部が少なくとも前記各ＥＧＲ取り出し有りバン
クの個別吸気通路に接続されており、
　前記各個別スロットル弁は、前記各個別吸気通路における前記ＥＧＲ通路の接続箇所よ
り上流側の位置に設けられており、
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　前記内燃機関の排気系に設けられた排気浄化装置を更に備え、
　前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された
場合に、前記ＥＧＲ取り出し有りバンクのうち、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥ
ＧＲ通路によってその排気の一部がＥＧＲガスとして取り出されるように構成されている
ＥＧＲ取り出し有りバンクの気筒に対して燃料カット制御を行うとともに、当該ＥＧＲ取
り出し有りバンクに接続された個別吸気通路に設けられた前記個別スロットル弁の開度を
、ＥＧＲ弁が開固着していない通常時よりも閉じ側の開度にすることを特徴とする内燃機
関のＥＧＲ装置。
【請求項７】
　請求項６において、
　前記故障時制御手段は、前記開固着したＥＧＲ弁の開度が開き側の開度であるほど、当
該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路によってその排気の一部がＥＧＲガスとし
て取り出されるＥＧＲ取り出し有りバンクに接続された個別吸気通路に設けられた個別ス
ロットル弁の開度を、より閉じ側の開度にすることを特徴とする内燃機関のＥＧＲ装置。
【請求項８】
　請求項６又は７において、
　前記ＥＧＲ通路を流れるＥＧＲガスが、前記各ＥＧＲ通路のいずれによってもその排気
の一部がＥＧＲガスとして取り出されないバンクであるＥＧＲ取り出し無しバンクに流入
することを、遮断可能な遮断装置を有し、
　前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された
場合に、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路から前記ＥＧＲ取り出し無しバ
ンクへＥＧＲガスが流入することを、前記遮断装置により遮断することを特徴とする内燃
機関のＥＧＲ装置。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれか１項において、
　前記各ＥＧＲ通路のいずれによってもその排気の一部がＥＧＲガスとして取り出されな
いバンクであるＥＧＲ取り出し無しバンクへ流入する吸気量を制御する第２吸気量制御手
段と、
　前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された場合に、前記ＥＧＲ取り
出し無しバンクの吸気量を、ＥＧＲ弁が開固着していない通常時よりも増加させる第２故
障時制御手段と、
を更に備えることを特徴とする内燃機関のＥＧＲ装置。
【請求項１０】
　請求項９において、
　前記第２故障時制御手段は、前記開固着したＥＧＲ弁の開度が開き側の開度であるほど
、前記ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を、より増加させることを特徴とする内燃機関
のＥＧＲ装置。
【請求項１１】
　請求項９又は１０において、
　前記各ＥＧＲ取り出し無しバンクに個別に接続された個別吸気通路又は前記各ＥＧＲ取
り出し無しバンクが共有する共有吸気通路を更に備え、
　前記第２吸気量制御手段は、前記各個別吸気通路に設けられた個別スロットル弁又は前
記共有吸気通路に設けられた共有スロットル弁を有し、
　前記第２故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知さ
れた場合に、前記個別スロットル弁又は前記共有スロットル弁の開度を、ＥＧＲ弁が固着
していない通常時よりも開き側の開度にすることを特徴とする内燃機関のＥＧＲ装置。
【請求項１２】
　請求項９又は１０において、
　前記第２吸気量制御手段は、前記各ＥＧＲ取り出し無しバンクの気筒の吸気バルブタイ
ミングを可変制御可能な第２吸気ＶＶＴ機構を有し、
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　前記第２故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知さ
れた場合に、前記ＥＧＲ取り出し無しバンクの気筒の吸気バルブの閉弁時期を、ＥＧＲ弁
が開固着していない通常時よりも進角させることを特徴とする内燃機関のＥＧＲ装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内燃機関のＥＧＲ装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内燃機関の排気通路と吸気通路とをＥＧＲ通路によって接続し、内燃機関からの排気の
一部をＥＧＲ通路を介してＥＧＲガスとして吸気通路に流入させる技術が知られている。
【０００３】
　ＥＧＲガス量の調節は、ＥＧＲ通路に設けたＥＧＲ弁の開度を調節することによって行
うことができるが、ＥＧＲ弁が固着した場合にはＥＧＲガス量の調節ができなくなる。
【０００４】
　特に開弁状態でＥＧＲ弁が固着した場合、ＥＧＲガス量が過多となり、失火等の燃焼不
良やトルク不足等の問題が生じる可能性がある。
【０００５】
　これに対し、ＥＧＲ弁が開弁状態で固着した場合には、内燃機関を減筒運転し且つ吸入
空気量を増量することにより、一気筒当たりのＥＧＲ率を低下させ、燃焼を安定化させる
技術が提案されている（特許文献１を参照）。
【特許文献１】特開２００５－２０７２８５号公報
【特許文献２】特開平９－２５８５２号公報
【特許文献３】特開平１１－２２５６１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、開弁状態で固着したＥＧＲ弁の開度が大きい場合には、ＥＧＲガス量が
過多になることを十分に抑制できなかったり、減筒運転によって退避走行のための十分な
トルクが得られなかったりする虞があった。
【０００７】
　本発明はこのような事情に鑑みてなされたものであり、ＥＧＲ通路に設けられたＥＧＲ
弁が開固着した場合においても、ＥＧＲガス量が過多になることを抑制するとともに、退
避走行のための十分なトルクを確保することを可能にする技術を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記目的を達成するため、本発明の内燃機関のＥＧＲ装置は、
　複数のバンクを有する内燃機関と、
　前記複数のバンクのうちの一部のバンクである所定のＥＧＲ取り出し有りバンクからの
排気の少なくとも一部を取り出してＥＧＲガスとして前記内燃機関の吸気通路に流入させ
る一又は複数のＥＧＲ通路と、
　前記各ＥＧＲ通路に設けられたＥＧＲ弁と、
　前記各ＥＧＲ取り出し有りバンクへ流入する吸気量を制御する吸気量制御手段と、
　前記各ＥＧＲ弁の開固着を検知する故障検知手段と、
　前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された場合に、前記ＥＧＲ取り
出し有りバンクのうち、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路によってその排
気の一部がＥＧＲガスとして取り出されるように構成されているＥＧＲ取り出し有りバン
クの吸気量を、ＥＧＲ弁が開固着していない通常時よりも減少させる故障時制御手段と、
を備えることを特徴とする。
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【０００９】
　ＥＧＲ弁が開固着すると、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路の流路面積
が通常時よりも広くなる。そのため、通常時と同量の排気が排気通路から当該ＥＧＲ通路
に流入した場合、通常時よりも多い量のＥＧＲガスが当該ＥＧＲ通路を介して吸気通路に
流入し得る。
【００１０】
　この意味で、以下、開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路によってその排気の一
部がＥＧＲガスとして取り出されるように構成されているＥＧＲ取り出し有りバンクを「
ＥＧＲ取り出し増大バンク」と称する。
【００１１】
　上記本発明によれば、ＥＧＲ弁の開固着した検知された場合、ＥＧＲ取り出し増大バン
クへ流入する吸気量が通常時よりも減少させられるので、ＥＧＲ取り出し増大バンクから
排出される排気量が減少する。
【００１２】
　従って、開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路には、通常時よりも少ない量の排
気しか流入しない。
【００１３】
　そのため、開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路が、ＥＧＲ弁の開固着により、
通常時よりも多い量のＥＧＲガスが流通し得る状態になっている場合であっても、実際に
当該ＥＧＲ通路を経由して吸気通路に流入するＥＧＲガスの量が通常時よりも過多になら
ないようにすることができる。
【００１４】
　これにより、ＥＧＲ弁が開固着した場合においても、燃焼不良やトルク不足等の問題が
生じることを抑制することが可能となる。
【００１５】
　ここで、ＥＧＲ弁の開固着によって吸気通路に流入するＥＧＲガス量が過多になる場合
としては、当該開固着したＥＧＲ弁の開度が、内燃機関の運転条件に応じて定まる目標Ｅ
ＧＲ弁開度よりも、開き側の開度である場合を例示できる。
【００１６】
　逆に、ＥＧＲ弁が開弁状態で固着した場合であっても、当該固着したＥＧＲ弁の開度が
目標ＥＧＲ弁開度以下であれば、ＥＧＲガス量が過多にはなりにくい。
【００１７】
　従って、本発明の故障時制御手段は、ＥＧＲ弁の固着を検知した場合、当該開固着した
ＥＧＲ弁の開度が目標ＥＧＲ弁開度よりも開き側の開度であるような運転条件下に限って
、上述したＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量の減量制御を行うようにしても良い。
【００１８】
　なお、本発明において、故障時制御手段は、ＥＧＲ弁開固着時に、全てのＥＧＲ取り出
し増大バンクの吸気量を減少させるようにすれば、ＥＧＲ弁開固着時のＥＧＲガス量過多
を好適に抑制し、燃焼不良やトルク不足の問題をより確実に抑制できるが、少なくとも一
つのＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を減少させるのでも、ＥＧＲ弁開固着時にＥＧＲ
ガス量が過多になることを抑制し、燃焼不良やトルク不足の問題を軽減させる効果を奏す
る。
【００１９】
　また、故障時制御手段は、ＥＧＲ弁開固着時に、全てのＥＧＲ取り出し有りバンクの吸
気量を減少させるようにしても良い。この場合、ＥＧＲ弁が開固着していないＥＧＲ通路
によって排気の一部がＥＧＲガスとして取り出されるように構成されているＥＧＲ取り出
し有りバンクについても吸気量が減量される場合が考えられるが、少なくとも、ＥＧＲガ
ス量が過多になることに起因する燃焼不良やトルク不足の問題を回避することが可能とな
る。
【００２０】
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　また、本発明において、吸気量制御手段は、各ＥＧＲ取り出し有りバンクの吸気量を個
別に制御可能な手段であっても良いし、複数のＥＧＲ取り出し有りバンクの吸気量を一律
に制御する手段であっても良い。
【００２１】
　前者の場合には、本発明の故障時制御手段は、ＥＧＲ弁の開固着が検知された場合に、
ＥＧＲ取り出し有りバンクのうち、ＥＧＲ取り出し増大バンクではないバンクについては
吸気量減量制御の対象としないようにしても良い。
【００２２】
　こうすることで、ＥＧＲ弁が正常動作してＥＧＲガス量を目標値通りに制御可能なＥＧ
Ｒ取り出し有りバンクについては、吸気量減量制御の対象とならないので、ＥＧＲ弁の開
固着検知時のＥＧＲガス量制御をより精度良く行うことができる。
【００２３】
　なお、ＥＧＲ取り出し増大バンクではないバンクについても、ＥＧＲ取り出し増大バン
クと同様に吸気量減量制御の対象としても良い。
【００２４】
　後者の場合には、本発明の故障時制御手段は、ＥＧＲ弁の開固着が検知された場合に、
ＥＧＲ取り出し有りバンクの吸気量を一律に減量する。
【００２５】
　本発明において、ＥＧＲ通路が複数系統備えられ、さらにＥＧＲ弁が複数個備えられた
構成の場合、故障検知手段は、各ＥＧＲ弁の開固着を個別に検知するものであっても良い
し、複数個のＥＧＲ弁のうちに開固着したものが存在することを検知するものであっても
良い。
【００２６】
　前者の場合、開固着したＥＧＲ弁を特定することができるので、故障時制御手段による
吸気量減量制御の対象をＥＧＲ取り出し増大バンクに限定する制御が可能である。
【００２７】
　後者の場合、少なくとも一つのＥＧＲ弁が開固着した場合に、故障制御手段による吸気
量減量制御が行われるので、より確実にＥＧＲガス量過多に起因する問題の発生を抑制で
きる。
【００２８】
　本発明において、前記故障時制御手段は、前記開固着したＥＧＲ弁の開度が開き側の開
度であるほど、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を、より減少させるようにしても良い
。
【００２９】
　こうすることで、ＥＧＲ取り出し増大バンクから排出される排気の量がより一層少なく
なるので、ＥＧＲ弁が例えば全開状態のような大きな開度の状態で開固着したような場合
においても、ＥＧＲガス量が過多になることをより確実に抑制することが可能となる。
【００３０】
　本発明において、ＥＧＲ弁の開固着検知時に、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を減
少させる具体的な手段としては、
　前記各ＥＧＲ取り出し有りバンクに個別に接続された個別吸気通路を更に備え、
　前記吸気量制御手段は、前記各個別吸気通路に設けられた個別スロットル弁を有し、
　前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された
場合に、ＥＧＲ取り出し増大バンクに接続された個別吸気通路に設けられた前記個別スロ
ットル弁の開度を、ＥＧＲ弁が固着していない通常時よりも閉じ側の開度にするようにし
ても良い。
【００３１】
　このように、ＥＧＲ取り出し増大バンクの個別吸気通路に設けられた個別スロットル弁
を絞ることにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を減少させることができるので、
ＥＧＲ弁が開固着した場合においても、ＥＧＲガス量が過多になることを抑制できる。
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【００３２】
　また、上記構成によれば、各ＥＧＲ取り出し有りバンクの個別スロットル弁開度を独立
に制御することができるので、上記のように構成された吸気量制御手段は、ＥＧＲ取り出
し有りバンクの吸気量を個別に制御することが可能である。
【００３３】
　従って、ＥＧＲ弁の開固着が検知された場合に、特にＥＧＲ取り出し増大バンクについ
てのみ吸気量を減量するように制御することも可能である。
【００３４】
　このように、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を、ＥＧＲ取り出し増大バンクの個別
吸気通路に設けられた個別スロットル弁を閉じ側にすることによって減少させるようにす
る場合、開固着したＥＧＲ弁の開度が開き側の開度であるほど、ＥＧＲ取り出し増大バン
クの個別吸気通路に設けられた個別スロットル弁をより閉じ側の開度にするようにしても
良い。
【００３５】
　こうすることで、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量をより一層減少させることができ
る。
【００３６】
　本発明において、ＥＧＲ弁の開固着検知時に、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を減
少させる具体的な手段としては、
　前記吸気量制御手段は、前記各ＥＧＲ取り出し有りバンクの気筒の吸気バルブタイミン
グを可変制御可能な吸気ＶＶＴ機構を有し、
　前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された
場合に、ＥＧＲ取り出し増大バンクの気筒の吸気バルブの閉弁時期を、ＥＧＲ弁が固着し
ていない通常時よりも遅角させるようにしても良い。
【００３７】
　このように、吸気ＶＶＴ機構により、ＥＧＲ取り出し増大バンクの気筒の吸気バルブの
閉弁時期を遅角させることで、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を減少させることがで
きるので、ＥＧＲ弁が開固着した場合においても、ＥＧＲガス量が過多になることを抑制
できる。
【００３８】
　また、上記構成によれば、各ＥＧＲ取り出し有りバンクの吸気バルブタイミングを個別
に可変制御することができるので、上記のように構成された吸気量制御手段は、ＥＧＲ取
り出し有りバンクの吸気量を個別に制御することが可能である。
【００３９】
　従って、ＥＧＲ弁の開固着が検知された場合に、特にＥＧＲ取り出し増大バンクについ
てのみ吸気量を減量するように制御することも可能である。
【００４０】
　このように、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気
バルブの閉弁時期を遅角させることによって減少させるようにする場合、開固着したＥＧ
Ｒ弁の開度が開き側の開度であるほど、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気バルブの閉弁時
期をより遅角させるようにしても良い。
【００４１】
　こうすることで、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量をより一層減少させることができ
る。
【００４２】
　また、このように各ＥＧＲ取り出し有りバンクの気筒の吸気バルブタイミングをバンク
毎に個別に可変制御可能な吸気ＶＶＴ機構を備えた構成とした場合には、各バンクの吸気
量を個別に制御可能な個別スロットル弁を設ける必要がないので、スロットル弁として共
有吸気通路に設けた単一のスロットル弁のみを備えた簡易な構成とすることもできる。
【００４３】
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　以上説明したように、本発明では、ＥＧＲ弁の開固着を検知した時に、ＥＧＲ取り出し
増大バンクの吸気量を減少させる。これにより、上述したように、ＥＧＲガス量が過多に
なることを抑制でき、燃焼不良が生じることを抑制できる。
【００４４】
　一方、この場合、ＥＧＲ取り出し増大バンクのトルクは吸気量の減少に応じて低下する
ため、トルク不足が生じる可能性がある。トルク低下の度合が大きい場合、退避走行のた
めのトルクが安定して得られなくなる虞もある。
【００４５】
　そこで、本発明において、
　前記各ＥＧＲ通路のいずれによってもその排気の一部がＥＧＲガスとして取り出されな
いバンクであるＥＧＲ取り出し無しバンクへ流入する吸気量を制御する第２吸気量制御手
段と、
　前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された場合に、前記ＥＧＲ取り
出し無しバンクの吸気量を、ＥＧＲ弁が開固着していない通常時よりも増加させる第２故
障時制御手段と、
を更に備えるようにしても良い。
【００４６】
　ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量が増加させられことにより、ＥＧＲ取り出し無しバ
ンクの気筒の燃焼により発生するトルクが大きくなる。従って、ＥＧＲ弁が開固着した場
合のトルク不足を抑制することが可能となる。
【００４７】
　しかも、ＥＧＲ取り出し無しバンクから排出される排気からはＥＧＲガスは取り出され
ないので、ＥＧＲ弁が開固着している場合にＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を増加さ
せても、ＥＧＲガス量が過多になる虞はない。
【００４８】
　上記構成において、前記第２故障時制御手段は、前記開固着したＥＧＲ弁の開度が開き
側の開度であるほど、前記ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を、より増加させるように
しても良い。
【００４９】
　上述したように、本発明においては、開固着したＥＧＲ弁の開度が開き側の開度である
ほど、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量をより一層減少させる制御を行うことができる
が、その場合、トルク不足もより起こり易くなる。
【００５０】
　この点、上記構成のようにすれば、開固着したＥＧＲ弁の開度が開き側の開度であるほ
どＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量が一層多くなるので、トルク不足をより確実に抑制
することが可能となる。
【００５１】
　上記構成において、ＥＧＲ弁の開固着時に、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を増加
させる具体的な手段としては、
　前記各ＥＧＲ取り出し無しバンクに個別に接続された個別吸気通路を更に備え、
　前記第２吸気量制御手段は、前記各個別吸気通路に設けられた個別スロットル弁を有し
、
　前記第２故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知さ
れた場合に、前記ＥＧＲ取り出し無しバンクに接続された個別吸気通路に設けられた前記
個別スロットル弁の開度を、ＥＧＲ弁が固着していない通常時よりも開き側の開度にする
ようにしても良い。
【００５２】
　このように、ＥＧＲ取り出し無しバンクの個別吸気通路に設けられた個別スロットル弁
を開き側にすることにより、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を増加させることができ
るので、ＥＧＲ弁が開固着した場合においても、トルク不足を抑制できる。
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【００５３】
　このように、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を、ＥＧＲ取り出し無しバンクの個別
吸気通路に設けられた個別スロットル弁を開き側にすることによって増加させるようにす
る場合、開固着したＥＧＲ弁の開度が開き側であるほど、ＥＧＲ取り出し無しバンクの個
別吸気通路に設けられた個別スロットル弁をより開き側の開度にするようにしても良い。
【００５４】
　こうすることで、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量をより一層増加させることができ
るので、より確実にトルク不足を抑制することができる。
【００５５】
　なお、ＥＧＲ弁の開固着が検知された時に、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を減少
させつつ、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を増加させるためには、ＥＧＲ取り出し有
りバンクの吸気量とＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量とをそれぞれ独立に制御できれば
十分である。
【００５６】
　従って、上記のように各ＥＧＲ取り出し無しバンクに個別に接続された個別吸気通路と
それに設けられた個別スロットル弁とを備えた構成でなくても、例えば、ＥＧＲ取り出し
無しバンクが共有する共有吸気通路と、該供給吸気通路に設けられたスロットル弁と、を
備えた構成とし、該スロットル弁の開度を開き側にするようにしても良い。
【００５７】
　上記構成において、ＥＧＲ弁の開固着時に、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を増加
させる具体的な手段としては、
　前記第２吸気量制御手段は、前記各ＥＧＲ取り出し無しバンクの気筒の吸気バルブタイ
ミングを可変制御可能な第２吸気ＶＶＴ機構を有し、
　前記第２故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知さ
れた場合に、前記ＥＧＲ取り出し無しバンクの気筒の吸気バルブの閉弁時期を、ＥＧＲ弁
が開固着していない通常時よりも進角させるようにしても良い。
【００５８】
　このように、第２吸気ＶＶＴ機構により、ＥＧＲ取り出し無しバンクの気筒の吸気バル
ブの閉弁時期を進角させることで、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を増加させること
ができるので、ＥＧＲ弁が開固着した場合においても、トルク不足を抑制できる。
【００５９】
　このように、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気
バルブの閉弁時期を進角させることによって増加させるようにする場合、開固着したＥＧ
Ｒ弁の開度が開き側の開度であるほど、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気バルブの閉弁時
期をより進角させるようにしても良い。
【００６０】
　こうすることで、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量をより一層増加させることができ
るので、より確実にトルク不足を抑制することができる。
【００６１】
　なお、ＥＧＲ弁の開固着が検知された時に、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を減少
させつつ、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を増加させるためには、ＥＧＲ取り出し有
りバンクの吸気量とＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量とをそれぞれ独立に制御できれば
十分である。
【００６２】
　従って、上記のように各ＥＧＲ取り出し無しバンクの気筒の吸気バルブタイミングを個
別に可変制御可能な第２吸気ＶＶＴ機構を備えた構成でなくても、例えば、全てのＥＧＲ
取り出し無しバンクの気筒の吸気バルブタイミングを一律に可変制御可能なＶＶＴ機構を
備え、全てのＥＧＲ取り出し無しバンクの気筒の吸気バルブの閉弁時期を一律に進角させ
るようにしても良い。
【００６３】
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　ここで、前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検
知された場合に、ＥＧＲ取り出し増大バンクの気筒に対して燃料カット制御を行うように
しても良い。
【００６４】
　この場合、ＥＧＲ取り出し増大バンクにおいて燃料カット制御の実施中も吸排気バルブ
の開閉が通常通り行われると、ＥＧＲ取り出し増大バンク由来のＥＧＲガスは既燃ガスで
はなく空気を主成分とするものになる。このように空気を主成分とするＥＧＲガスを以下
「空気ＥＧＲガス」と称する。
【００６５】
　従って、ＥＧＲ弁が開固着してＥＧＲガス量が過多となっても、吸気中の既燃ガス量が
過多となることに起因する燃焼不良やトルク不足の問題は生じにくくなるものの、逆に吸
気中の空気量が過多となる虞がある。その場合、排気系に配置される排気浄化触媒が過剰
にリーンな排気に曝されることになるため、排気浄化触媒が劣化する可能性がある。
【００６６】
　この点、本発明においては、上述したように、ＥＧＲ弁の開固着が検知された場合には
、故障時制御手段により、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量が減少させられるため、燃
料カット制御が行われるＥＧＲ取り出し増大バンク由来の空気ＥＧＲガスが過剰に吸気通
路に流入することを抑制できる。
【００６７】
　従って、吸気が過剰にリーンとなって排気浄化触媒が劣化することを好適に抑制するこ
とができる。
【００６８】
　ここで、ＥＧＲ取り出し増大バンクにおいて燃料カット制御を行う場合に、排気浄化触
媒が過剰にリーンな排気に曝されて劣化することをより確実に抑制するために、次のよう
な構成とすることもできる。すなわち、
　前記各ＥＧＲ取り出し有りバンクに個別に接続された個別吸気通路を備え、
　前記吸気量制御手段は、前記各個別吸気通路に設けられた個別スロットル弁を有し、
　前記ＥＧＲ通路は、その吸気通路側の端部が少なくとも前記各ＥＧＲ取り出し有りバン
クの個別吸気通路に接続され、
　前記各個別スロットル弁は、前記各個別吸気通路における前記ＥＧＲ通路の接続箇所よ
り上流側の位置に設けられる構成において、
　前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された
場合に、前記ＥＧＲ取り出し有りバンクのうち、ＥＧＲ取り出し増大バンクの気筒に対し
て燃料カット制御を行うとともに、当該ＥＧＲ取り出し増大バンクに接続された前記個別
吸気通路に設けられた前記個別スロットル弁の開度を、ＥＧＲ弁が固着していない通常時
よりも閉じ側の開度にするようにしても良い。
【００６９】
　上記構成によれば、ＥＧＲ通路はＥＧＲ取り出し有りバンクの排気から取り出したＥＧ
Ｒガスを少なくともＥＧＲ取り出し有りバンクの個別吸気通路に流入させる。
【００７０】
　ＥＧＲ取り出し有りバンク以外のバンクについては、ＥＧＲ通路は個別吸気通路にＥＧ
Ｒガスを流入させるように構成されていても良いし、当該ＥＧＲ取り出し有りバンク以外
のバンクが共有する共有吸気通路にＥＧＲガスを流入させるように構成されていても良い
。
【００７１】
　要は、少なくともＥＧＲ取り出し有りバンクについては、各ＥＧＲ取り出し有りバンク
毎に独立してＥＧＲガスの導入が行われるように構成されていれば良い。
【００７２】
　そして、ＥＧＲ弁の開固着が検知された場合に、ＥＧＲ取り出し有りバンクのうち、Ｅ
ＧＲ取り出し増大バンク（すなわち、開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路によっ
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てその排気の一部がＥＧＲガスとして取り出されるように構成されているＥＧＲ取り出し
有りバンク）の個別吸気通路に設けられた個別スロットル弁が絞られる。
【００７３】
　これにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクについては、その個別吸気通路における個別ス
ロットル弁より下流側の圧力が、個別スロットル弁が絞られないその他のＥＧＲ取り出し
有りバンク及びＥＧＲ取り出し有りバンク以外のバンク（ＥＧＲ取り出し無しバンク等）
の個別吸気通路よりも、低くなる。
【００７４】
　上記構成によれば、ＥＧＲ通路は、個別スロットル弁より下流側の個別吸気通路に接続
されるので、ＥＧＲガスは、個別スロットル弁より下流側の圧力がより低い方の個別吸気
通路へ、より流入し易くなる。
【００７５】
　従って、ＥＧＲ弁が開固着した場合に、ＥＧＲ取り出し増大バンクの個別吸気通路の個
別スロットル弁が絞られることにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクへ流入するＥＧＲガス
量が増加し、それ以外のバンクへのＥＧＲガスの流入量が減少する。
【００７６】
　これにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクから排出される排気から取り出されたＥＧＲガ
スは、主に、ＥＧＲ取り出し増大バンクへと再び流入することになり、結果として、ＥＧ
Ｒ取り出し増大バンクから排出される排気は、主に、ＥＧＲ取り出し増大バンクを含む循
環経路内で循環することになる。
【００７７】
　上記構成では、ＥＧＲ弁が開固着した場合、ＥＧＲ取り出し増大バンクに対して燃料カ
ット制御が行われるので、ＥＧＲ取り出し増大バンクから排出される排気は空気である。
【００７８】
　この空気ＥＧＲガスは、上記のようにＥＧＲ取り出し増大バンクを含む循環経路内で循
環する。従って、空気ＥＧＲガスがＥＧＲ取り出し増大バンク以外のバンクへ流入したり
、ＥＧＲ取り出し増大バンクから直接排気系に排出されたりすることが抑制される。
【００７９】
　その結果、排気系に配置された排気浄化触媒に過剰にリーンな排気が流入することが抑
制されるので、ＥＧＲ弁の開固着が検知された時にＥＧＲ取り出し増大バンクに対して燃
料カット制御を行う場合においても、排気浄化触媒が過剰にリーンな排気に曝されて劣化
することを好適に抑制することができる。
【００８０】
　ここで、故障時制御手段は、前記開固着したＥＧＲ弁の開度が開き側の開度であるほど
、ＥＧＲ取り出し増大バンクに接続された個別吸気通路に設けられた個別スロットル弁の
開度をより閉じ側の開度にしても良い。
【００８１】
　こうすることで、ＥＧＲ取り出し増大バンク由来の空気ＥＧＲガスを、より確実に、Ｅ
ＧＲ取り出し増大バンクを含む循環経路内で循環させることができる。
【００８２】
　また、上記構成において、前記ＥＧＲ通路を流れるＥＧＲガスが、ＥＧＲ取り出し無し
バンク（すなわち、前記各ＥＧＲ通路のいずれによってもその排気の一部がＥＧＲガスと
して取り出されないバンク）に流入することを、遮断可能な遮断装置を有し、
　前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された
場合に、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路から前記ＥＧＲ取り出し無しバ
ンクへＥＧＲガスが流入することを、前記遮断装置により遮断するようにしても良い。
【００８３】
　各ＥＧＲ取り出し無しバンクが個別吸気通路を有する場合には、遮断装置は、ＥＧＲ通
路から各ＥＧＲ取り出し無しバンクの個別吸気通路へのＥＧＲガスの流入を遮断可能に構
成すると良い。
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【００８４】
　また、ＥＧＲ取り出し無しバンクがある共有吸気通路を共有している場合には、遮断装
置は、ＥＧＲ通路から該共有吸気通路へのＥＧＲガスの流入を遮断可能に構成すると良い
。
【００８５】
　上記の構成では、開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路には空気ＥＧＲガスが流
れている。
【００８６】
　従って、開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路からＥＧＲ取り出し無しバンクの
吸気通路へのＥＧＲガスの流入が遮断されることにより、ＥＧＲ取り出し無しバンクへの
空気ＥＧＲガスの流入を抑制することができる。
【００８７】
　これにより、ＥＧＲ取り出し無しバンクにおける燃焼ガスが過剰にリーンになることが
抑制され、空燃比ずれに起因する燃焼悪化や、排気浄化触媒の劣化を好適に抑制すること
が可能となる。
【００８８】
　また、上記構成において、前記遮断装置は、前記ＥＧＲ通路を流れるＥＧＲガスが、Ｅ
ＧＲ取り出し有りバンクに接続された個別吸気通路に流入することを、遮断可能に構成さ
れ、
　前記故障時制御手段は、前記故障検知手段によって前記ＥＧＲ弁の開固着が検知された
場合に、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路から、前記ＥＧＲ取り出し増大
バンク以外の前記ＥＧＲ取り出し有りバンクへＥＧＲガスが流入することを、前記遮断装
置により遮断するようにしても良い。
【００８９】
　これにより、ＥＧＲ取り出し増大バンク以外のＥＧＲ取り出し有りバンクへの空気ＥＧ
Ｒガスの流入を抑制することもできるので、ＥＧＲ取り出し増大バンク由来の空気ＥＧＲ
ガスは、ほとんど当該ＥＧＲ取り出し増大バンクを含む循環経路内を循環することになる
。
【００９０】
　よって、ＥＧＲ取り出し増大バンク以外ＥＧＲ取り出し有りバンクにおいて、空燃比ず
れに起因する燃焼悪化や、排気浄化触媒の劣化を好適に抑制することが可能となる。
【００９１】
　なお、ＥＧＲ弁の開固着を検知した時に、ＥＧＲ取り出し増大バンクに対して燃料カッ
ト制御を行う上記構成においても、ＥＧＲ取り出し無しバンクの吸気量を増加させること
により、ＥＧＲ取り出し無しバンクのトルクを増大させ、ＥＧＲ弁の開固着時の退避走行
をより確実に行うためのトルクを確保するようにすることができる。ＥＧＲ取り出し無し
バンクの吸気量を増加させる具体的手段は、上述した通りである。
【００９２】
　本発明において、「ＥＧＲ取り出し有りバンク」は、一又は複数備えられた構成とする
ことができる。
【００９３】
　ＥＧＲ取り出し有りバンクが複数あり、各ＥＧＲ取り出し有りバンクに個別に接続され
た排気通路（個別排気通路）が備えられている場合、ＥＧＲ通路は、各ＥＧＲ取り出し有
りバンクに接続された個別排気通路の各々と、内燃機関の吸気通路と、を個別に接続する
複数系統の通路として構成することができる。
【００９４】
　この場合、ＥＧＲ弁は、複数系統のＥＧＲ通路の各々に設けられる複数個のＥＧＲ弁と
して構成することができる。
【００９５】
　また、このような構成では、複数系統のＥＧＲ通路のうち、特に開固着したＥＧＲ弁が
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設けられたＥＧＲ通路が接続された個別排気通路に接続されているＥＧＲ取り出し有りバ
ンクが、上述したＥＧＲ取り出し増大バンクということになる。
【００９６】
　従って、故障時制御手段は、開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路が接続されて
いる個別排気通路が接続されているＥＧＲ取り出し有りバンクの吸気量を減少させる制御
を行う。
【００９７】
　また、ＥＧＲ取り出し有りバンクが複数あり、当該複数のＥＧＲ取り出し有りバンクの
うちの少なくとも一部のバンクが共有する排気通路（共有排気通路）が備えられている場
合、ＥＧＲ通路は、共有排気通路と、内燃機関の吸気通路と、を接続する通路として構成
することもできる。
【００９８】
　このような構成では、共有排気通路を、ＥＧＲ取り出し有りバンクの全てが共有する単
一系統の共有排気通路として構成し、ＥＧＲ通路を、該単一の共有排気通路と吸気通路と
を接続する単一系統のＥＧＲ通路として構成しても良い。
【００９９】
　この場合、ＥＧＲ弁は、単一系統のＥＧＲ通路に設けられる単一のＥＧＲ弁として構成
することができる。
【０１００】
　或いは、ＥＧＲ取り出し有りバンクを複数のグループに分け、グループ毎に、グループ
に属するＥＧＲ取り出し有りバンクが共有する共有排気通路を備え、複数のグループに対
応する複数系統の共有排気通路として共有排気通路を構成し、ＥＧＲ通路を、当該複数系
統の共有排気通路の各々と吸気通路とを個別に接続する複数系統のＥＧＲ通路として構成
しても良い。
【０１０１】
　この場合、ＥＧＲ弁は、複数系統のＥＧＲ通路の各々に設けられる複数個のＥＧＲ弁と
して構成することができる。
【０１０２】
　このように、共有排気通路と吸気通路とを接続するようにＥＧＲ通路を構成する場合に
は、ＥＧＲ通路のうち、特に開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路が接続された共
有排気通路を共有する複数のＥＧＲ取り出し有りバンクの全てが、上述したＥＧＲ取り出
し増大バンクということになる。
【０１０３】
　従って、故障時制御手段は、開固着したＥＧＲ弁が設けられたＥＧＲ通路が接続されて
いる共有排気通路を共有する全てのＥＧＲ取り出し有りバンクの吸気量を減少させる制御
を行うようにしても良い。
【０１０４】
　また、複数の個別排気通路の各々に接続されたＥＧＲ通路、又は、複数のグループに対
応付けられた複数の共有排気通路の各々に接続されたＥＧＲ通路が、途中で合流し、合流
後のＥＧＲ通路が吸気通路に接続されるようにＥＧＲ通路を構成することもできる。この
ようにＥＧＲ通路の途中に合流部が存在する場合、ＥＧＲ弁が合流部よりも排気通路側に
設けられている場合と、合流部よりも吸気通路側に設けられている場合と、が考えられる
。
【０１０５】
　ＥＧＲ弁が合流部よりも排気通路側のＥＧＲ通路（合流前ＥＧＲ通路という）に設けら
れている場合、ＥＧＲ弁の開固着は、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられた合流前ＥＧＲ
通路が接続された個別排気通路に接続されたＥＧＲ取り出し有りバンク、又は、当該開固
着したＥＧＲ弁が設けられた合流前ＥＧＲ通路が接続された共有排気通路を共有するＥＧ
Ｒ取り出し有りバンク、からの排気に由来するＥＧＲガス量制御に影響し、該ＥＧＲガス
量が過多になる可能性がある。
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【０１０６】
　従って、開固着したＥＧＲ弁が設けられた合流前ＥＧＲ通路が接続された個別排気通路
に接続されたＥＧＲ取り出し有りバンク、又は、開固着したＥＧＲ弁が設けられた合流前
ＥＧＲ通路が接続された共有排気通路を共有するＥＧＲ取り出し有りバンクが、ＥＧＲ取
り出し増大バンクとして、本発明の故障時制御手段による吸気量減量制御の対象となる。
【０１０７】
　また、ＥＧＲ弁が合流部よりも吸気通路側のＥＧＲ通路（合流後ＥＧＲ通路という）に
設けられている場合、ＥＧＲ弁の開固着は、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられた合流後
ＥＧＲ通路に合流するＥＧＲ通路が接続された個別排気通路に接続された全てのＥＧＲ取
り出し有りバンク、又は、当該開固着したＥＧＲ弁が設けられた合流後ＥＧＲ通路に合流
するＥＧＲ通路が接続された共有排気通路を共有する全てのＥＧＲ取り出し有りバンク、
からの排気に由来するＥＧＲガス量制御に影響し、該ＥＧＲガス量が過多になる可能性が
ある。
【０１０８】
　従って、開固着したＥＧＲ弁が設けられた合流後ＥＧＲ通路に合流するＥＧＲ通路が接
続された個別排気通路に接続されたＥＧＲ取り出し有りバンク、又は、当該開固着したＥ
ＧＲ弁が設けられた合流後ＥＧＲ通路に合流するＥＧＲ通路が接続された共有排気通路を
共有するＥＧＲ取り出し有りバンクが、ＥＧＲ取り出し増大バンクとして、本発明の故障
時制御手段による吸気量減量制御の対象となる。
【発明の効果】
【０１０９】
　本発明により、ＥＧＲ通路に設けられたＥＧＲ弁が開固着した場合においても、ＥＧＲ
ガス量が過多になることを抑制するとともに、退避走行のための十分なトルクを確保する
ことが可能になる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０１１０】
　以下に図面を参照して、この発明を実施するための最良の形態を例示的に詳しく説明す
る。本実施例に記載されている構成部品の寸法、材質、形状、その相対配置等は、特に記
載がない限りは、発明の技術的範囲をそれらのみに限定する趣旨のものではない。
【実施例１】
【０１１１】
　図１は、本実施例に係る内燃機関のＥＧＲ装置を適用する内燃機関とその吸気系及び排
気系の概略構成を模式的に示す概念図である。
【０１１２】
　図１において、エンジン１は、３つの気筒４を含む第１バンク２と、３つの気筒５を含
む第２バンク３と、がＶ字型に配置された６気筒Ｖ型エンジンである。第１バンク２には
、第１バンク２の各気筒４に連通する第１個別吸気通路６が接続されている。第２バンク
３には、第２バンク３の各気筒５に連通する第２個別吸気通路７が接続されている。第１
個別吸気通路６と第２個別吸気通路７とは上流において共有吸気通路８に集合している。
【０１１３】
　第１バンク２には、第１バンク２の各気筒４に連通する第１個別排気通路１０が接続さ
れている。
【０１１４】
　第２バンク３には、第２バンク３の各気筒５に連通する第２個別排気通路９が接続され
ている。
【０１１５】
　第１個別排気通路１０と第２個別排気通路９とは下流において共有排気通路１１に集合
している。
【０１１６】
　第１バンク２には、各気筒４の吸気バルブ（図示省略）のバルブタイミングを変更可能
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な第１吸気ＶＶＴ機構１６が備えられている。
【０１１７】
　第２バンク３には、各気筒５の吸気バルブ（図示省略）のバルブタイミングを変更可能
な第２吸気ＶＶＴ機構１５が備えられている。
【０１１８】
　第１個別排気通路１０と共有吸気通路８とは、ＥＧＲ通路１２によって連通している。
第１バンク２から排出された排気の一部がＥＧＲ通路１２によって取り出され、ＥＧＲ通
路１２を通ってＥＧＲガスとして共有吸気通路８に流入する。
【０１１９】
　ＥＧＲ通路１２の途中にはＥＧＲ通路１２を流れるＥＧＲガスの流量を調節するＥＧＲ
弁１３が備えられている。ＥＧＲ弁１３の開度を測定するＥＧＲ弁開度センサ１７が備え
られている。共有吸気通路８におけるＥＧＲ通路１２の接続箇所より上流側には、スロッ
トル弁１４が備えられている。
【０１２０】
　第１バンク２は、該第１バンク２から排出される排気の少なくとも一部がＥＧＲ通路１
２によって取り出され、ＥＧＲガスとして共有吸気通路８に流入させられるバンクであり
、本発明における「ＥＧＲ取り出し有りバンク」に相当する。
【０１２１】
　一方、第２バンク３は、該第２バンク３から排出される排気の一部がＥＧＲ通路１２に
よってＥＧＲガスとして取り出されないバンクであり、本発明における「ＥＧＲ取り出し
無しバンク」に相当する。
【０１２２】
　ＥＧＲ弁開度センサ１７その他各種センサはＥＣＵ１８に接続され、その測定データが
ＥＣＵ１８に入力されるようになっている。また、ＥＣＵ１８には、ＥＧＲ弁１３、スロ
ットル弁１４、第１吸気ＶＶＴ機構１６、第２吸気ＶＶＴ機構１５その他各種の機器が接
続され、ＥＣＵ１８によってこれらの機器の動作が制御されるようになっている。
【０１２３】
　ＥＣＵ１８はエンジン１の運転を制御するコンピュータであり、各種の制御プログラム
が記憶されたＲＯＭ、制御プログラムを実行するＣＰＵ、測定データ等を一時的に記憶す
るＲＡＭ等の公知の構成を有する。
【０１２４】
　ＥＣＵ１８は、エンジン１の負荷や回転数等の運転状態を各種センサから入力される測
定データに基づいて把握し、把握した運転状態に応じてＥＧＲ弁１３やスロットル弁１４
等の各種機器に制御信号を送出する。
【０１２５】
　通常、ＥＧＲ弁１３の開度は、ＥＣＵ１８によって、エンジン１の運転状態に応じて予
め定められた目標開度に制御される。このＥＧＲ弁１３の目標開度は、エンジン１のエミ
ッション性能や燃費性能等の要請を満たすべく予め適合された量のＥＧＲガスが、第１バ
ンク２及び第２バンク３に流入するように、エンジン１の運転状態に応じて定められ、Ｅ
ＣＵ１８のＲＯＭに記憶されている。
【０１２６】
　しかしながら、ＥＧＲ弁１３を駆動するアクチュエータの故障や異物の堆積等のトラブ
ルによってＥＧＲ弁１３が開固着（開弁状態で固着すること）した場合、ＥＧＲ弁１３の
開度は開固着時の開度で固定してしまい、エンジン１の運転状態に応じたＥＧＲガス量の
制御ができなくなる。
【０１２７】
　その場合、特に、開固着時の開度が目標開度より大きいような運転状態においては、吸
気のＥＧＲガス量が過多となり、燃焼不良を招く虞がある。
【０１２８】
　すなわち、ＥＧＲ弁１３が開固着した場合、第１バンク２は上述の本発明の説明におけ
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る「ＥＧＲ取り出し増大バンク」に相当することになる。
【０１２９】
　そこで、本実施例のＥＧＲ装置では、ＥＧＲ弁１３が開固着したことを検知した場合、
ＥＧＲ取り出し増大バンクである第１バンク２の気筒４の吸気バルブの閉弁タイミングを
、ＥＧＲ弁１３が開固着していない通常時の図２（Ａ１）に示すような閉弁タイミングに
対して、図２（Ｂ１）に示すように遅角した閉弁タイミングになるように、第１吸気ＶＶ
Ｔ機構１６を制御することとした。
【０１３０】
　第１バンク２の吸気バルブの閉弁タイミングを遅角させることにより、第１バンク２の
吸気量が減少する。従って、第１バンク２から排出される排気の量も減少し、第１個別排
気通路１０からＥＧＲ通路１２によってＥＧＲガスとして取り出される排気の量も少なく
なる。
【０１３１】
　その結果、ＥＧＲ弁１３が開固着した状態であっても、ＥＧＲ通路１２を通って共有吸
気通路８に流入するＥＧＲガス量が、通常時よりも過剰に多くならないようにすることが
可能となる。
【０１３２】
　これにより、ＥＧＲ弁１３が開固着しても吸気のＥＧＲガス量が過多となることが抑制
され、燃焼不良の発生を抑制することができる。
【０１３３】
　なお、ＥＧＲ弁１３が開固着したことが検知されたか否かに応じて、第１バンク２の吸
気バルブの閉弁タイミングを、通常タイミングと、それより遅角させたタイミングと、の
２通りの閉弁タイミングのいずれかに切り替えるようにしても良いが、ＥＧＲ弁１３の開
固着の状況に応じて、よりきめ細かく第１バンク２の吸気バルブの閉弁タイミングを制御
しても良い。
【０１３４】
　例えば、図３に示すように、開固着時のＥＧＲ弁１３の開度が開き側の開度（大開度）
であるほど、第１バンク２（ＥＧＲ取り出し増大バンク）の吸気バルブの閉弁タイミング
をより遅角させるようにしても良い。
【０１３５】
　この時、図３に示すように、第１バンク２の吸気バルブの閉弁タイミングを、ＥＧＲ弁
１３の固着開度に応じて連続的に変化させても良いし、段階的に変化させるようにしても
良い。
【０１３６】
　このようにすれば、ＥＧＲ弁１３の固着開度に応じて最適な量だけ、第１バンク２から
排出される排気の量を減少させることができるので、ＥＧＲ弁１３の開固着時の燃焼不良
をより確実に抑制することが可能となる。
【０１３７】
　また、開固着時のＥＧＲ弁１３の開度と、目標開度と、を比較して、開固着時の開度の
方が目標開度より開き側である場合に限って、第１バンク２の吸気バルブの閉弁タイミン
グを遅角させる制御を行うようにしても良い。
【０１３８】
　これは、開固着時の開度が目標開度より閉じ側である場合には、ＥＧＲ弁１３が開固着
していてもＥＧＲガス量が過多となって燃焼不良が生じる可能性は低いからである。
【０１３９】
　ところで、このようにＥＧＲ弁１３の開固着が検知された場合に、第１バンク２の吸気
量が減少させられると、第１バンク２のトルクが低下する。このトルク低下の度合が大き
いと、退避走行を支障なく行うための十分なトルクを確保できなくなる虞がある。
【０１４０】
　そこで、本実施例のＥＧＲ装置では、ＥＧＲ弁１３の開固着の検知時に、上記のように
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ＥＧＲ取り出し増大バンクである第１バンク２の吸気バルブの閉弁タイミングを遅角させ
る制御を行うとともに、更に、ＥＧＲ取り出し無しバンクである第２バンク３の吸気バル
ブの閉弁タイミングを、ＥＧＲ弁１３が開固着していない通常時における図２（Ａ２）に
示すような閉弁タイミングに対して、図２（Ｂ２）に示すように進角した閉弁タイミング
になるように、第２吸気ＶＶＴ機構１５を制御することとした。
【０１４１】
　第２バンク３の吸気バルブの閉弁タイミングを進角させることにより、第２バンク３の
吸気量が増加する。これに応じて第２バンク３の燃料噴射量を増量することにより、第２
バンク３のトルクを増大させることが可能となる。
【０１４２】
　これにより、ＥＧＲ弁１３の開固着検知時に第１バンク２の吸気量を減少させる制御を
実行しても、トルク不足になることを抑制でき、退避走行のための十分なトルクを確保す
ることが可能となる。
【０１４３】
　なお、上記の第１バンク２の吸気バルブの閉弁タイミングを遅角させる場合と同様に、
ＥＧＲ弁１３が開固着したことが検知されたか否かに応じて、第２バンク３の吸気バルブ
の閉弁タイミングを、通常タイミングと、それより進角させたタイミングと、の２通りの
閉弁タイミングのいずれかに切り替えるようにしても良いが、ＥＧＲ弁１３の開固着の状
況に応じて、よりきめ細かく第２バンク３の吸気バルブの閉弁タイミングを制御しても良
い。
【０１４４】
　例えば、図３に示すように、開固着時のＥＧＲ弁１３の開度が開き側の開度（大開度）
であるほど、第２バンク３（ＥＧＲ取り出し無しバンク）の吸気バルブの閉弁タイミング
をより進角させるようにしても良い。
【０１４５】
　この時、図３に示すように、第２バンク３の吸気バルブの閉弁タイミングを、ＥＧＲ弁
１３の固着開度に応じて連続的に変化させても良いし、段階的に変化させるようにしても
良い。
【０１４６】
　このようにすれば、ＥＧＲ弁１３の固着開度に応じて第２バンク３のトルクを増加させ
ることができるので、ＥＧＲ弁１３の開固着時のトルク不足をより確実に抑制することが
可能となる。
【０１４７】
　以上説明した本実施例の制御フローについて、図４に基づいて説明する。図４のフロー
チャートによって示されるルーチンは、エンジン１の稼働中定期的にＥＣＵ１８によって
実行される。
【０１４８】
　ステップＳ１０１において、ＥＣＵ１８は、ＥＧＲ弁１３が開固着したか否かを判定す
る。本実施例では、ＥＧＲ弁開度センサ１７によって測定されるＥＧＲ弁１３の実際の開
度と、ＥＣＵ１８によって設定される目標開度とを比較し、目標開度の変化に対して実際
の開度が変化していないことを検知した場合に、ＥＧＲ弁１３が開固着したと判定する。
【０１４９】
　ステップＳ１０１でＥＧＲ弁１３が開固着したと判定された場合（Ｙｅｓ）、ＥＣＵ１
８はステップＳ１０２に進む。一方、ステップＳ１０１でＥＧＲ弁１３が開固着していな
いと判定された場合（Ｎｏ）、ＥＣＵ１８はステップＳ１０３に進む。
【０１５０】
　ステップＳ１０２において、ＥＣＵ１８は、ＥＧＲ弁１３の固着開度が目標開度よりも
開き側であるか否かを判定する。
【０１５１】
　ステップＳ１０２で固着開度が目標開度より開き側であると判定された場合（Ｙｅｓ）
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、ＥＣＵ１８はステップＳ１０４に進む。一方、ステップＳ１０２で固着開度が目標開度
より開き側ではないと判定された場合（Ｎｏ）、ＥＣＵ１８はステップＳ１０３に進む。
【０１５２】
　ステップＳ１０３において、ＥＣＵ１８は、第１バンク２及び第２バンク３の吸気バル
ブタイミング制御について、通常処理を実行する。すなわち、第１バンク２及び第２バン
ク３の吸気バルブの閉弁タイミングを、エンジン１の運転状態に応じて予め定められたベ
ースマップ値に設定する。この場合、図２（Ａ１）及び（Ａ２）に示すように、第１バン
ク２の吸気バルブの閉弁タイミングも、第２バンク３の吸気バルブの閉弁タイミングも、
同じタイミングに設定される。
【０１５３】
　ステップＳ１０４において、ＥＣＵ１８は、第１バンク２及び第２バンク３の吸気バル
ブタイミング制御について、補正処理を実行する。すなわち、第１バンク２の吸気バルブ
の閉弁タイミングをベースマップ値よりも遅角したタイミングになるように第１吸気ＶＶ
Ｔ機構１６を制御するとともに、第２バンク３の吸気バルブの閉弁タイミングをベースマ
ップ値よりも進角したタイミングになるように第２吸気ＶＶＴ機構１５を制御する。
【０１５４】
　以上のルーチンを実行することにより、ＥＧＲ弁１３が開固着してその固着開度が目標
開度より開き側の開度である場合においても、ＥＧＲガス量が過多になることが抑制され
、燃焼不良が発生することを抑制することが可能になるとともに、退避走行のための十分
なトルクを確保することが可能となる。
【０１５５】
　本実施例では、ＥＧＲ取り出し有りバンクである第１バンク２の吸気量を制御する第１
吸気ＶＶＴ機構１６が、本発明における吸気量制御手段、特に吸気ＶＶＴ機構に相当する
。
【０１５６】
　ステップＳ１０１を実行してＥＧＲ弁１３が開固着したか否かを判定するＥＣＵ１８が
、本発明における故障検知手段に相当する。
【０１５７】
　ステップＳ１０３において特に第１バンク２の吸気バルブの閉弁タイミングをベースマ
ップ値よりも遅角させる処理を行うＥＣＵ１８が、本発明における故障時制御手段に相当
する。
【０１５８】
　ＥＧＲ取り出し無しバンクである第２バンク３の吸気量を制御する第２吸気ＶＶＴ機構
１５が、本発明における第２吸気量制御手段、特に第２吸気ＶＶＴ機構に相当する。
【０１５９】
　ステップＳ１０３において、特に第２バンク３の吸気バルブの閉弁タイミングをベース
マップ値よりも進角させる処理を行うＥＣＵ１８が、本発明における第２故障時制御手段
に相当する。
【実施例２】
【０１６０】
　次に本発明の実施例２を説明する。図５は、本実施例に係る内燃機関のＥＧＲ装置を適
用する内燃機関とその吸気系及び排気系の概略構成を模式的に示す概念図である。
【０１６１】
　図５において、エンジン１０は、３つの気筒２１を含む第１バンク３１と、３つの気筒
２２を含む第２バンク３２と、３つの気筒２３を含む第３バンク３３と、３つの気筒２４
を含む第４バンク３４と、を有する。
【０１６２】
　第１バンク３１には、第１バンク３１の気筒２１に連通する第１個別吸気通路４１が接
続されている。
【０１６３】
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　第２バンク３２には、第２バンク３２の気筒２２に連通する第２個別吸気通路４２が接
続されている。
【０１６４】
　第３バンク３３及び第４バンク３４には、第３バンク３３の気筒２３及び第４バンク３
４の気筒２４に連通し、第３バンク３３及び第４バンク３４が共有する第１共有吸気通路
４３０が接続されている。
【０１６５】
　第１個別吸気通路４１には第１個別吸気通路４１を流れる吸気の量を調節する第１個別
スロットル弁６１が備えられている。
【０１６６】
　第２個別吸気通路４２には第２個別吸気通路４２を流れる吸気の量を調節する第２個別
スロットル弁６２が備えられている。
【０１６７】
　第１共有吸気通路４３０には第１共有吸気通路４３０を流れる吸気の量を調節する共有
スロットル弁６３０が備えられている。
【０１６８】
　第１個別吸気通路４１、第２個別吸気通路４２、及び第１共有吸気通路４３０は、上流
において全てのバンクが共有する第２共有吸気通路５００に集合している。
【０１６９】
　第１バンク３１には、第１バンク３１の気筒２１に連通する第１個別排気通路７１が接
続されている。
【０１７０】
　第２バンク３２には、第２バンク３２の気筒２２に連通する第２個別排気通路７２が接
続されている。
【０１７１】
　第３バンク３３には、第３バンク３３の気筒２３に連通する第３個別排気通路７３が接
続されている。
【０１７２】
　第４バンク３４には、第４バンク３４の気筒２４に連通する第４個別排気通路７４が接
続されている。
【０１７３】
　第１個別排気通路７１～第４個別排気通路７４は、下流において全てのバンクが共有す
る共有排気通路８０に集合している。
【０１７４】
　第１個別排気通路７１と第２共有吸気通路５００とは、第１ＥＧＲ通路９１によって連
通している。第１バンク３１から排出された排気の一部が第１ＥＧＲ通路９１によって取
り出され、第１ＥＧＲ通路９１を通ってＥＧＲガスとして第２共有吸気通路５００に流入
する。
【０１７５】
　第２個別排気通路７２と第２共有吸気通路５００とは、第２ＥＧＲ通路９２によって連
通している。第２バンク３２から排出された排気の一部が第２ＥＧＲ通路９２によって取
り出され、第２ＥＧＲ通路９２を通ってＥＧＲガスとして第２共有吸気通路５００に流入
する。
【０１７６】
　第１ＥＧＲ通路９１の途中には第１ＥＧＲ通路９１を流れるＥＧＲガスの流量を調節す
る第１ＥＧＲ弁１０１が備えられている。また、第１ＥＧＲ弁１０１の開度を測定する第
１ＥＧＲ弁開度センサ１１１が備えられている。
【０１７７】
　第２ＥＧＲ通路９２の途中には第２ＥＧＲ通路９２を流れるＥＧＲガスの流量を調節す
る第２ＥＧＲ弁１０２が備えられている。また、第２ＥＧＲ弁１０２の開度を測定する第
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２ＥＧＲ弁開度センサ１１２が備えられている。
【０１７８】
　第１バンク３１及び第２バンク３２は、これらのバンクから排出される排気の少なくと
も一部が第１ＥＧＲ通路９１又は第２ＥＧＲ通路９２によって取り出され、ＥＧＲガスと
して第２共有吸気通路５００に流入させられるバンクであり、本発明における「ＥＧＲ取
り出し有りバンク」に相当する。
【０１７９】
　一方、第３バンク３３及び第４バンク３４は、これらのバンクから排出される排気の一
部が第１ＥＧＲ通路９１及び第２ＥＧＲ通路９２のいずれによっても取り出されないバン
クであり、本発明における「ＥＧＲ取り出し無しバンク」に相当する。
【０１８０】
　第１ＥＧＲ弁開度センサ１１１及び第２ＥＧＲ弁開度センサ１１２その他各種センサは
ＥＣＵ１２０に接続され、その測定データがＥＣＵ１２０に入力されるようになっている
。
【０１８１】
　また、ＥＣＵ１２０には、第１ＥＧＲ弁１０１、第２ＥＧＲ弁１０２、第１個別スロッ
トル弁６１、第２個別スロットル弁６２、共有スロットル弁６３０その他の各種の機器が
接続され、ＥＣＵ１２０によってこれらの機器の動作が制御されるようになっている。
【０１８２】
　ＥＣＵ１２０はエンジン１の運転を制御するコンピュータであり、各種の制御プログラ
ムが記憶されたＲＯＭ、制御プログラムを実行するＣＰＵ、測定データ等を一時的に記憶
するＲＡＭ等の公知の構成を有する。ＥＣＵ１２０は、エンジン１の負荷や回転数等の運
転状態を各種センサから入力される測定データに基づいて把握し、把握した運転状態に応
じて上記各種機器に制御信号を送出する。
【０１８３】
　第１ＥＧＲ弁１０１又は第２ＥＧＲ弁１０２が開固着した場合に起こり得る問題点につ
いては実施例１で説明した通りである。本実施例では、上記の構成を有するエンジンのＥ
ＧＲ装置において、特に第１ＥＧＲ弁１０１が開固着した場合に行われる制御について説
明する。
【０１８４】
　第１ＥＧＲ弁１０１が開固着した場合であって、固着開度がエンジン１の運転条件に応
じてＥＣＵ１２０が設定する目標開度より大きい開度となる場合には、吸気のＥＧＲガス
量が過多となって燃焼不良が発生する虞がある。
【０１８５】
　すなわち、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着した場合、第１バンク３１は上述の本発明の説
明における「ＥＧＲ取り出し増大バンク」に相当する。
【０１８６】
　一方、ここでは第２ＥＧＲ弁１０２は開固着していない場合を想定しているので、第２
バンク３２は、本発明における「ＥＧＲ取り出し有りバンク」ではあるが、「ＥＧＲ取り
出し増大バンク」ではない。
【０１８７】
　本実施例では、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着したことを検知した場合、ＥＧＲ取り出し
増大バンクである第１バンク３１に接続された第１個別吸気通路４１に設けられた第１個
別スロットル弁６１の開度を、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着していない通常時よりも閉じ
側の開度に変更することとした。
【０１８８】
　こうすることにより、第１バンク３１に流入する吸気量が減少する。従って、第１バン
ク３１から排出される排気の量も減少し、第１個別排気通路７１から第１ＥＧＲ通路９１
によってＥＧＲガスとして取り出される排気の量も少なくなる。
【０１８９】
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　その結果、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着した状態であっても、第１ＥＧＲ通路９１を通
って第２共有吸気通路５００に流入するＥＧＲガス量が、通常時よりも過剰に多くならな
いようにすることが可能となる。
【０１９０】
　これにより、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着しても吸気のＥＧＲガス量が過多となること
が抑制され、燃焼不良の発生を抑制することができる。
【０１９１】
　なお、実施例１と同様に、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着したことが検知されたか否かに
応じて、第１個別スロットル弁６１の開度を、通常開度と、それよりも閉じ側の所定開度
と、の２通りの開度のいずれかに切り替えるようにしても良いが、第１ＥＧＲ弁１０１の
固着開度に応じて、よりきめ細かく第１個別スロットル弁６１の開度を制御しても良い。
【０１９２】
　例えば、図６に示すように、第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度が開き側の開度（大開度）
であるほど、第１個別スロットル弁６１の開度をより閉じ側の開度に制御するようにして
も良い。
【０１９３】
　この時、図６に示すように、第１個別スロットル弁６１の開度を、第１ＥＧＲ弁１０１
の固着開度に応じて連続的に変化させても良いし、段階的に変化させるようにしても良い
。
【０１９４】
　このようにすれば、第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度に応じて最適な量だけ、第１バンク
３１から排出される排気の量を減少させることができるので、第１ＥＧＲ弁１０１の開固
着時の燃焼不良をより確実に抑制することが可能となる。
【０１９５】
　また、開固着時の第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度と、エンジン１の運転条件に応じてＥ
ＣＵ１２０によって設定される目標開度と、を比較して、固着開度の方が目標開度より開
き側である場合に限って、第１個別スロットル弁６１の開度を閉じ側に変更する制御を行
うようにしても良い。
【０１９６】
　このように、第１ＥＧＲ弁１０１の開固着が検知された場合に、第１バンク３１の吸気
量が減少させられると、第１バンク３１のトルクが低下する。このトルク低下の度合が大
きいと、退避走行を支障なく行うための十分なトルクを確保できなくなる虞がある。
【０１９７】
　そこで、本実施例のＥＧＲ装置では、第１ＥＧＲ弁１０１の開固着の検知時に、上記の
ようにＥＧＲ取り出し増大バンクである第１バンク３１の個別スロットル弁６１の開度を
閉じ側の開度にする制御を行うとともに、更に、ＥＧＲ取り出し増大バンク以外のバンク
の個別スロットル弁、すなわち、ＥＧＲ取り出し有りバンクではあるがＥＧＲ取り出し増
大バンクではない第２バンク３２の第２個別スロットル弁６２、及び、ＥＧＲ取り出し無
しバンクである第３バンク３３及び第４バンク３４の共有スロットル弁６３０の開度を、
第１ＥＧＲ弁１０１が開固着していない通常時の開度よりも開き側の開度に変更すること
とした。
【０１９８】
　これにより、第２バンク３２～第４バンク３４の吸気量が増大する。これに応じて第２
バンク３２～第４バンク３４の燃料噴射量を通常時よりも増量することにより、第２バン
ク３２～第４バンク３４のトルクを増大させることが可能となる。
【０１９９】
　これにより、第１ＥＧＲ弁１０１の開固着検知時に第１バンク３１の吸気量を減少させ
る制御を実行しても、トルク不足になることを抑制でき、退避走行のための十分なトルク
を確保することが可能となる。
【０２００】
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　なお、上記の第１バンク３１の第１個別スロットル弁６１の開度を閉じ側にする場合と
同様に、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着したことが検知されたか否かに応じて、第２個別ス
ロットル弁６２及び共有スロットル弁６３０の開度を、通常の開度と、それより開き側の
開度と、の２通りの開度のいずれかに切り替えるようにしても良いが、第１ＥＧＲ弁１０
１の開固着の状況に応じて、よりきめ細かく第２個別スロットル弁６２及び共有スロット
ル弁６３０の開度を制御しても良い。
【０２０１】
　例えば、図６に示すように、開固着時の第１ＥＧＲ弁１０１の開度が開き側の開度（大
開度）であるほど、第２個別スロットル弁６２及び共有スロットル弁６３０の開度をより
開き側の開度にしても良い。
【０２０２】
　この時、図６に示すように、第２個別スロットル弁６２及び共有スロットル弁６３０の
開度を、第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度に応じて連続的に変化させても良いし、段階的に
変化させるようにしても良い。
【０２０３】
　このようにすれば、第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度に応じて第２バンク３２～第４バン
ク３４のトルクを増加させることができるので、第１ＥＧＲ弁１０１の開固着時のトルク
不足をより確実に抑制することが可能となる。なお、図６では第２個別スロットル弁６２
の開度と共有スロットル弁６３０の開度とを等しい開度にする例を示しているが、これら
の開度は異なる開度であっても良い。
【０２０４】
　以上説明した本実施例の制御フローについて、図７に基づいて説明する。図７のフロー
チャートによって示されるルーチンは、エンジン１の稼働中定期的にＥＣＵ１２０によっ
て実行される。
【０２０５】
　ステップＳ２０１において、ＥＣＵ１２０は、第１ＥＧＲ弁１０１又は第２ＥＧＲ弁１
０２の少なくともいずれかに開固着したものが有るか否かを判定する。本実施例では、第
１ＥＧＲ弁開度センサ１１１によって測定される第１ＥＧＲ弁１０１の実際の開度と、Ｅ
ＣＵ１２０によって設定される目標開度とを比較し、目標開度の変化に対して実際の開度
が変化していないことを検知した場合に、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着したと判定する。
第２ＥＧＲ弁１０２についても同様に開固着の有無を判定する。
【０２０６】
　ステップＳ２０１において、第１ＥＧＲ弁１０１又は第２ＥＧＲ弁１０２の少なくとも
いずれかが開固着したと判定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ２０２に進む。一方
、ステップＳ２０１において、第１ＥＧＲ弁１０１及び第２ＥＧＲ弁１０２のどちらも開
固着していないと判定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ２０３に進む。
【０２０７】
　ステップＳ２０２において、ＥＣＵ１２０は、ステップＳ２０１で開固着したと判定さ
れたＥＧＲ弁の固着開度が目標開度よりも開き側であるか否かを判定する。
【０２０８】
　ステップＳ２０２において、開固着したＥＧＲ弁の固着開度が目標開度よりも開き側で
はないと判定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ２０３に進む。
【０２０９】
　ステップＳ２０３では、ＥＣＵ１２０は、第１個別スロットル弁６１、第２個別スロッ
トル弁６２、及び共有スロットル弁６３０の開度制御について、通常処理を実行する。す
なわち、第１個別スロットル弁６１、第２個別スロットル弁６２、及び共有スロットル弁
６３０の開度を、エンジン１の運転状態に応じて予め定められたベースマップ値に設定す
る。
【０２１０】
　ステップＳ２０２において、開固着したＥＧＲ弁に少なくとも第１ＥＧＲ弁１０１が含
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まれる場合であって、第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度が目標開度よりも開き側であると判
定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ２０４に進む。
【０２１１】
　ステップＳ２０４では、ＥＣＵ１２０は、第１個別スロットル弁６１、第２個別スロッ
トル弁６２、及び共有スロットル弁６３０の開度制御について、補正処理を実行する。す
なわち、第１個別スロットル弁６１の開度をベースマップ値よりも閉じ側の開度に制御す
るとともに、第２個別スロットル弁６２及び共有スロットル弁６３０の開度をベースマッ
プ値よりも開き側の開度に制御する。
【０２１２】
　これにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクである第１バンク３１からの排気の排出量が減
少し、第１ＥＧＲ通路９１によって第１個別排気通路７１から取り出される排気の量が減
少するので、第１ＥＧＲ弁１０１が目標開度よりも開き側の開度で開固着していても、吸
気のＥＧＲガス量が過多になることを抑制できる。
【０２１３】
　また、ＥＧＲ取り出し有りバンクではあるがＥＧＲ取り出し増大バンクではない第２バ
ンク３２、ＥＧＲ取り出し無しバンクである第３バンク３３及び第４バンク３４の吸気量
が増加してこれらのバンクのトルクが増大するので、第１バンク３１の吸気量の減少に伴
うトルク不足を補うことができる。
【０２１４】
　ステップＳ２０２において、開固着したＥＧＲ弁に少なくとも第２ＥＧＲ弁１０２が含
まれる場合であって、第２ＥＧＲ弁１０２の固着開度が目標開度よりも開き側であると判
定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ２０５に進む。
【０２１５】
　ステップＳ２０５では、ＥＣＵ１２０は、第１個別スロットル弁６１、第２個別スロッ
トル弁６２、及び共有スロットル弁６３０の開度制御について、補正処理を実行する。す
なわち、第２個別スロットル弁６２の開度をベースマップ値よりも閉じ側の開度に制御す
るとともに、第１個別スロットル弁６１及び共有スロットル弁６３０の開度をベースマッ
プ値よりも開き側の開度に制御する。
【０２１６】
　これにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクである第２バンク３２からの排気の排出量が減
少し、第２ＥＧＲ通路９２によって第２個別排気通路７２から取り出される排気の量が減
少するので、第２ＥＧＲ弁１０２が目標開度よりも開き側の開度で開固着していても、吸
気のＥＧＲガス量が過多になることを抑制できる。
【０２１７】
　また、ＥＧＲ取り出し有りバンクではあるがＥＧＲ取り出し増大バンクではない第１バ
ンク３１、ＥＧＲ取り出し無しバンクである第３バンク３３及び第４バンク３４の吸気量
が増加してこれらのバンクのトルクが増大するので、第２バンク３２の吸気量の減少に伴
うトルク不足を補うことができる。
【０２１８】
　ステップＳ２０２において、第１ＥＧＲ弁１０１及び第２ＥＧＲ弁１０２の両方が開固
着した場合であって、第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度も第２ＥＧＲ弁１０２の固着開度も
目標開度よりも開き側であると判定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ２０６に進む
。
【０２１９】
　ステップＳ２０６では、ＥＣＵ１２０は、第１個別スロットル弁６１、第２個別スロッ
トル弁６２、及び共有スロットル弁６３０の開度制御について、補正処理を実行する。す
なわち、第１個別スロットル弁６１の開度及び第２個別スロットル弁６２の開度をベース
マップ値よりも閉じ側の開度に制御するとともに、共有スロットル弁６３０の開度をベー
スマップ値よりも開き側の開度に制御する。
【０２２０】
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　これにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクである第１バンク３１及び第２バンク３２から
の排気の排出量が減少し、第１ＥＧＲ通路９１によって第１個別排気通路７１から取り出
される排気の量も、第２ＥＧＲ通路９２によって第２個別排気通路７２から取り出される
排気の量も、減少することになるので、第１ＥＧＲ弁１０１及び第２ＥＧＲ弁１０２が目
標開度よりも開き側の開度で開固着していても、吸気のＥＧＲガスが過多になることを抑
制できる。
【０２２１】
　また、ＥＧＲ取り出し無しバンクである第３バンク３３及び第４バンク３４の吸気量が
増加してこれらのバンクのトルクが増大するので、第１バンク３１及び第２バンク３２の
吸気量の減少に伴うトルク不足を補うことができる。
【０２２２】
　以上のルーチンを実行することにより、第１ＥＧＲ弁１０１や第２ＥＧＲ弁１０２が開
固着してその固着開度が目標開度より開き側の開度である場合においても、ＥＧＲガス量
が過多になることが抑制され、燃焼不良が発生することを抑制することが可能になるとと
もに、退避走行のための十分なトルクを確保することが可能となる。
【０２２３】
　本実施例では、ＥＧＲ取り出し有りバンクである第１バンク３１に接続された第１個別
吸気通路４１と、第２バンク３２に接続された第２個別吸気通路４２とが、本発明におけ
る個別吸気通路に相当する。
【０２２４】
　第１個別吸気通路４１に設けられた第１個別スロットル弁６１と、第２個別吸気通路４
２に設けられた第２個別スロットル弁６２とが、本発明における個別スロットル弁に相当
する。
【０２２５】
　ステップＳ２０１を実行して第１ＥＧＲ弁１０１又は第２ＥＧＲ弁１０２に開固着した
ものが有るか否かを判定するＥＣＵ１２０が、本発明における故障検知手段に相当する。
【０２２６】
　ステップＳ２０４、ステップＳ２０５、又はステップＳ２０６において第１個別スロッ
トル弁６１及び／又は第２個別スロットル弁６２の開度をベースマップ値よりも閉じ側に
制御する処理を行うＥＣＵ１２０が、本発明における故障時制御手段に相当する。
【０２２７】
　ＥＧＲ取り出し無しバンクである第３バンク３３及び第４バンク３４が共有する第１共
有吸気通路４３０に設けられた共有スロットル弁６３０が、本発明における第２吸気量制
御手段に相当する。
【０２２８】
　ステップＳ２０３、ステップＳ２０４、ステップＳ２０５、又はステップＳ２０６にお
いて共有スロットル弁６３０の開度をベースマップ値よりも開き側に制御する処理を行う
ＥＣＵ１２０が、本発明における第２故障時制御手段に相当する。
【０２２９】
　なお、ステップＳ２０４、ステップＳ２０５、又はステップＳ２０６において、ＥＧＲ
取り出し有りバンクではあるがＥＧＲ取り出し増大バンクではないバンクの個別スロット
ル弁についてベースマップ値よりも開き側に制御する処理を行うＥＣＵ１２０も、本発明
における第２故障時制御手段に相当すると考えても良い。
【実施例３】
【０２３０】
　次に、本発明の実施例３について説明する。図８は、本実施例に係る内燃機関のＥＧＲ
装置を適用する内燃機関とその吸気系及び排気系の概略構成を模式的に示す概念図である
。
【０２３１】
　図８において、エンジン１は、３つの気筒２１を含む第１バンク３１と、３つの気筒２



(25) JP 2010-59922 A 2010.3.18

10

20

30

40

50

２を含む第２バンク３２と、がＶ字型に配置された６気筒Ｖ型エンジンである。第１バン
ク３１には、第１バンク３１の各気筒２１に連通する第１個別吸気通路４１が接続されて
いる。第２バンク３２には、第２バンク３２の各気筒２２に連通する第２個別吸気通路４
２が接続されている。第１個別吸気通路４１と第２個別吸気通路４２とは上流において共
有吸気通路５０に集合している。
【０２３２】
　第１バンク３１には、第１バンク３１の各気筒２１に連通する第１個別排気通路７１が
接続されている。
【０２３３】
　第２バンク３２には、第２バンク３２の各気筒２２に連通する第２個別排気通路７２が
接続されている。
【０２３４】
　第１個別排気通路７１と第２個別排気通路７２とは下流において共有排気通路８０に集
合している。
【０２３５】
　第１個別排気通路７１には、第１前段触媒１４１が配置されている。第２個別排気通路
７２には、第２前段触媒１４２が配置されている。共有排気通路８０には、床下触媒１５
０が配置されている。
【０２３６】
　第１前段触媒１４１より下流側の第１個別排気通路７１にはＥＧＲ通路９１が接続され
ている。ＥＧＲ通路９１は途中の分岐部９１０において第１分岐通路９１１及び第２分岐
通路９１２に分岐し、第１分岐通路９１１は第１個別吸気通路４１に接続され、第２分岐
通路９１２は第２個別吸気通路４２に接続されている。
【０２３７】
　分岐部９１０より上流側のＥＧＲ通路９１には、ＥＧＲ通路９１を流れるＥＧＲガスの
流量を調節するＥＧＲ弁１０１が備えられている。また、ＥＧＲ弁１０１の開度を測定す
るＥＧＲ弁開度センサ１１１が備えられている。
【０２３８】
　また、第２分岐通路９１２の途中には、第２分岐通路９１２内のＥＧＲガスが第２個別
吸気通路４２に流入することを遮断可能な遮断弁１３２が備えられている。
【０２３９】
　第１バンク３１から排出された排気の一部はＥＧＲ通路９１によって取り出され、ＥＧ
Ｒ通路９１、第１分岐通路９１１、第２分岐通路９１２を通ってＥＧＲガスとして第１個
別吸気通路４１及び第２個別吸気通路４２に流入する。
【０２４０】
　第１個別吸気通路４１における第１分岐通路９１１の接続箇所より上流側には第１個別
スロットル弁６１が備えられている。
【０２４１】
　第２個別吸気通路４２における第２分岐通路９１２の接続箇所より上流側には第２個別
スロットル弁６２が備えられている。
【０２４２】
　第１バンク３１は、該第１バンク３１から排出される排気の少なくとも一部がＥＧＲ通
路９１によって取り出され、ＥＧＲガスとして第１個別吸気通路４１及び第２個別吸気通
路４２に流入させられるバンクであり、本発明における「ＥＧＲ取り出し有りバンク」に
相当する。
【０２４３】
　一方、第２バンク３２は、該第２バンク３２から排出された排気の一部がＥＧＲ通路９
１によってＥＧＲガスとして取り出されないバンクであり、本発明における「ＥＧＲ取り
出し無しバンク」に相当する。
【０２４４】
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　ＥＧＲ弁開度センサ１１１その他各種センサはＥＣＵ１２０に接続され、その測定デー
タがＥＣＵ１２０に入力されるようになっている。また、ＥＣＵ１２０には、ＥＧＲ弁１
０１、遮断弁１３２、第１個別スロットル弁６１、第２個別スロットル弁６２その他各種
の機器が接続され、ＥＣＵ１２０によってこれらの機器の動作が制御されるようになって
いる。
【０２４５】
　ＥＣＵ１２０はエンジン１の運転を制御するコンピュータであり、各種の制御プログラ
ムが記憶されたＲＯＭ、制御プログラムを実行するＣＰＵ、測定データ等を一時的に記憶
するＲＡＭ等の公知の構成を有する。ＥＣＵ１２０は、エンジン１の負荷や回転数等の運
転状態を各種センサから入力される測定データに基づいて把握し、把握した運転状態に応
じてＥＧＲ弁１０１や第１個別スロットル弁６１や第２個別スロットル弁６２等の各種機
器に制御信号を送出する。
【０２４６】
　ＥＧＲ弁１０１が開固着した場合、上述の各実施例において説明したように、ＥＧＲガ
ス量が過多となって燃焼不良が発生する虞がある。すなわち、ＥＧＲ弁１０１が開固着し
た場合、第１バンク３１は上述の本発明の説明における「ＥＧＲ取り出し増大バンク」に
相当することになる。
【０２４７】
　上記説明した各実施例では、ＥＧＲ取り出し増大バンクの個別吸気ＶＶＴ機構を制御し
て吸気バルブの閉弁タイミングを遅角させたり、個別スロットル弁の開度を閉じ側に変更
したりすることにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクの吸気量を減少させる制御を行う場合
について説明した。
【０２４８】
　これに対し、本実施例では、ＥＧＲ弁１０１が開固着したことを検知した場合、ＥＧＲ
取り出し増大バンクである第１バンク３１において燃料カット制御を行うこととした。
【０２４９】
　第１バンク３１において燃料カット制御が行われることにより、第１バンク３１から排
出される排気は既燃ガスではなく空気になるので、ＥＧＲ弁１０１の開固着によりＥＧＲ
ガス量が通常時より増大したとしても、そのＥＧＲガスは既燃ガスではないので、吸気中
の不活性成分が過多になることによる燃焼不良の発生を抑制することができる。
【０２５０】
　しかしながら、このように空気がＥＧＲガスとして第１個別吸気通路４１や第２個別吸
気通路４２に流入すると、特に燃料カット制御が行われない第２バンク３２において、空
燃比ずれが生じて燃焼が不安定になる可能性がある。
【０２５１】
　また、第２バンク３２から排出される排気が通常時よりもリーンとなる虞があるため、
第２前段触媒１４２や床下触媒１５０が過剰にリーンな排気に曝されて劣化する虞もある
。
【０２５２】
　そこで、本実施例では、ＥＧＲ弁１０１の開固着を検知した時に、第１バンク３１に対
して燃料カット制御を実行するとともに、第１個別スロットル弁６１の開度を通常時より
も閉じ側の開度に制御し、第２個別スロットル弁６２の開度を通常時よりも開き側の開度
に制御することとした。
【０２５３】
　この時の第１個別スロットル弁６１の開度は、第１バンク３１の気筒２１に負圧分の吸
気量を補填する開度に設定し、第２個別スロットル弁６２の開度は、第２バンク３２への
ＥＧＲガスの流入を抑制可能な開度に設定する。
【０２５４】
　第１個別スロットル弁６１が通常時よりも閉じ側の開度に制御され、且つ、第２個別ス
ロットル弁６２が通常時よりも開き側の開度に制御されることにより、第１個別スロット
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ル弁６１より下流側の第１個別吸気通路４１の圧力に対して、第２個別スロットル弁６２
より下流側の第２個別吸気通路４２の圧力が高くなる。
【０２５５】
　従って、ＥＧＲ通路９１内の空気ＥＧＲガスは、第２分岐通路９１２よりも第１分岐通
路９１１の方に流入し易くなる。
【０２５６】
　これにより、第１バンク３１から排出される排気（空気）は、ＥＧＲ通路９１によって
第１個別排気通路７１から取り出され、ＥＧＲ通路９１から第１分岐通路９１１にその大
部分が流入し、第１分岐通路９１１を通過して第１個別吸気通路４１に流入し、第１バン
ク３１に流入することになる。
【０２５７】
　すなわち、燃料カット制御が行われる第１バンク３１、第１個別排気通路７１、ＥＧＲ
通路９１、第１分岐通路９１１、第１個別吸気通路４１を含む循環経路内を空気ＥＧＲガ
スが循環することになり、空気ＥＧＲガスが第２バンク３２に流入することが抑制される
。
【０２５８】
　更に、本実施例では、この時、遮断弁１３２を閉弁して、空気ＥＧＲガスの第２バンク
３２への流入をより確実に防止するようにした。
【０２５９】
　また、第２個別スロットル弁６２の開度が通常時よりも開き側の開度とされることで、
第２バンク３２の吸気量が増加するので、これに応じて第２バンク３２の燃料噴射量を増
量することとした。
【０２６０】
　こうすることにより、第２バンク３２からの排気が過剰にリーンになることが抑制され
、第２前段触媒１４２や床下触媒１５０が過剰にリーンな排気に曝されて劣化することを
抑制することが可能となる。
【０２６１】
　更に、第２バンク３２のトルクが増大するので、第１バンク３１における燃料カット制
御に起因するトルク不足を補うことができる。従って、退避走行を支障なく行うための十
分なトルクを確保することも可能となる。
【０２６２】
　なお、ＥＧＲ弁１０１が開固着したことが検知されたか否かに応じて、第１個別スロッ
トル弁６１及び第２個別スロットル弁６２の開度がともに通常開度とされる制御パターン
と、第１個別スロットル弁６１の開度が通常開度よりも閉じ側の所定開度とされるととも
に第２個別スロットル弁６２の開度が通常開度よりも開き側の所定開度とされる制御パタ
ーンと、の２通りの制御パターンのいずれかに切り替えるようにしても良いが、ＥＧＲ弁
１０１の固着開度に応じて、よりきめ細かく第１個別スロットル弁６１及び第２個別スロ
ットル弁６２の開度を制御しても良い。
【０２６３】
　例えば、図９に示すように、ＥＧＲ弁１０１の固着開度が開き側の開度（大開度）であ
るほど、第１個別スロットル弁６１の開度をより閉じ側の開度に制御するとともに、第２
個別スロットル弁６２の開度をより開き側の開度に制御するようにしても良い。
【０２６４】
　この時、図９に示すように、第１個別スロットル弁６１及び第２個別スロットル弁６２
の開度を、ＥＧＲ弁１０１の固着開度に応じて連続的に変化させても良いし、段階的に変
化させるようにしても良い。
【０２６５】
　このようにすれば、ＥＧＲ弁１０１の固着開度が大きい場合においても、より好適に空
気ＥＧＲガスを第１バンク３１を含む上述した循環経路内で循環させることができる。
【０２６６】
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　また、開固着時のＥＧＲ弁１０１の固着開度と、エンジン１の運転条件に応じてＥＣＵ
１２０によって設定される目標開度と、を比較して、固着開度の方が目標開度より開き側
である場合に限って、第１個別スロットル弁６１の開度を閉じ側に変更するとともに第２
個別スロットル弁６２の開度を開き側に変更する制御を行うようにしても良い。
【０２６７】
　以上説明した本実施例の制御フローについて、図１０に基づいて説明する。図１０のフ
ローチャートによって示されるルーチンは、エンジン１の稼働中定期的にＥＣＵ１２０に
よって実行される。
【０２６８】
　ステップＳ３０１において、ＥＣＵ１２０は、ＥＧＲ弁１０１が開固着したか否かを判
定する。本実施例では、ＥＧＲ弁開度センサ１１１によって測定されるＥＧＲ弁１０１の
実際の開度と、ＥＣＵ１２０によって設定される目標開度とを比較し、目標開度の変化に
対して実際の開度が変化していないことを検知した場合に、ＥＧＲ弁１０１が開固着した
と判定する。
【０２６９】
　ステップＳ３０１でＥＧＲ弁１０１が開固着したと判定された場合（Ｙｅｓ）、ＥＣＵ
１２０はステップＳ３０２に進む。一方、ステップＳ３０１でＥＧＲ弁１０１が開固着し
ていないと判定された場合（Ｎｏ）、ＥＣＵ１２０はステップＳ３０３に進む。
【０２７０】
　ステップＳ３０２において、ＥＣＵ１２０は、ＥＧＲ弁１０１の固着開度が目標開度よ
りも開き側であるか否かを判定する。
【０２７１】
　ステップＳ３０２で固着開度が目標開度より開き側であると判定された場合（Ｙｅｓ）
、ＥＣＵ１２０はステップＳ３０４に進む。一方、ステップＳ３０２で固着開度が目標開
度より開き側ではないと判定された場合（Ｎｏ）、ＥＣＵ１２０はステップＳ３０３に進
む。
【０２７２】
　ステップＳ３０３において、ＥＣＵ１２０は、第１個別スロットル弁６１の開度、第２
個別スロットル弁６２の開度、第１バンク３１の燃料噴射量、及び第２バンク３２の燃料
噴射量について、通常処理を実行する。
【０２７３】
　すなわち、第１個別スロットル弁６１の開度及び第２個別スロットル弁６２の開度を、
エンジン１の運転状態に応じて予め定められたベースマップ値に設定する。
【０２７４】
　更に、第１バンク３１及び第２バンク３２の燃料噴射量を、エンジン１の運転状態に応
じて予め定められたベースマップ値に設定する。また、遮断弁１３２を開弁する。
【０２７５】
　ステップＳ３０４において、ＥＣＵ１２０は、第１個別スロットル弁６１の開度、第２
個別スロットル弁６２の開度、第１バンク３１の燃料噴射量、及び第２バンク３２の燃料
噴射量について、補正処理を実行する。
【０２７６】
　すなわち、第１個別スロットル弁６１の開度をベースマップ値よりも閉じ側の開度に変
更するとともに、第２個別スロットル弁６２の開度をベースマップ値よりも開き側の開度
に変更する。
【０２７７】
　更に、第１バンク３１において燃料カット制御を行うとともに、第２バンク３２の燃料
噴射量をベースマップ値よりも増量する。第２バンク３２の燃料噴射量の増量分は、第２
個別スロットル弁６２の開度がベースマップ値よりも開き側の開度に変更されることに伴
って増加する吸気量に応じて、空燃比がストイキになるように再計算した燃料噴射量に基
づいて定められる。また、遮断弁１３２を閉弁する。
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【０２７８】
　以上のルーチンを実行することにより、ＥＧＲ弁１０１が開固着してその固着開度が目
標開度よりも開き側の開度である場合において、第１バンク３１において燃料カット制御
が行われる場合においても、多量の空気ＥＧＲガスが第２バンク３２に流入して第２バン
ク３２からの排気が過剰にリーンになることが抑制される。よって、第２バンク３２下流
の第２前段触媒１４２や床下触媒１５０が過剰にリーンな排気に曝されて劣化することを
好適に抑制することが可能となる。
【０２７９】
　本実施例では、遮断弁１３２が、本発明における遮断装置に相当する。また、ＥＧＲ弁
１０１の開固着検知時に、ステップＳ３０４において、第１個別スロットル弁６１の開度
をベースマップ値よりも閉じ側の開度に変更し、第２個別スロットル弁６２の開度をベー
スマップ値よりも開き側の開度に変更し、遮断弁１３２を閉弁し、燃料噴射量を増量する
ＥＣＵ１２０が、本発明における故障時制御手段に相当する。
【実施例４】
【０２８０】
　次に、本発明の実施例４を説明する。本実施例は、実施例３で説明したような、ＥＧＲ
取り出し増大バンクにおいて燃料カット制御を行うとともに、燃料カット制御中のＥＧＲ
取り出し増大バンクからの排気に由来する空気ＥＧＲガスがＥＧＲ取り出し増大バンクを
含む循環経路内で循環するように個別スロットル弁を制御する構成を、実施例２のように
２個のＥＧＲ取り出し有りバンクと、２個のＥＧＲ取り出し無しバンクと、を有するシス
テムに適用した実施例である。
【０２８１】
　図１１は、本実施例に係る内燃機関のＥＧＲ装置を適用する内燃機関とその吸気系及び
排気系の概略構成を模式的に示す概念図である。
【０２８２】
　図１１において、エンジン１００は、３つの気筒２１を含む第１バンク３１と、３つの
気筒２２を含む第２バンク３２と、３つの気筒２３を含む第３バンク３３と、３つの気筒
２４を含む第４バンク３４と、を有する。
【０２８３】
　第１バンク３１には、第１バンク３１の気筒２１に連通する第１個別吸気通路４１が接
続されている。
【０２８４】
　第２バンク３２には、第２バンク３２の気筒２２に連通する第２個別吸気通路４２が接
続されている。
【０２８５】
　第３バンク３３には、第３バンク３３の気筒２３に連通する第３個別吸気通路４３が接
続されている。
【０２８６】
　第４バンク３４には、第４バンク３４の気筒２４に連通する第４個別吸気通路４４が接
続されている。
【０２８７】
　第１個別吸気通路４１には第１個別吸気通路４１を流れる吸気の量を調節する第１個別
スロットル弁６１が備えられている。
【０２８８】
　第２個別吸気通路４２には第２個別吸気通路４２を流れる吸気の量を調節する第２個別
スロットル弁６２が備えられている。
【０２８９】
　第３個別吸気通路４３には第３個別吸気通路４３を流れる吸気の量を調節する第３個別
スロットル弁６３が備えられている。
【０２９０】
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　第４個別吸気通路４４には第４個別吸気通路４４を流れる吸気の量を調節する第４個別
スロットル弁６４が備えられている。
【０２９１】
　第１個別吸気通路４１、第２個別吸気通路４２、第３個別吸気通路４３、及び第４個別
吸気通路４４は、上流において全てのバンクが共有する共有吸気通路５０に集合している
。
【０２９２】
　第１バンク３１には、第１バンク３１の気筒２１に連通する第１個別排気通路７１が接
続されている。
【０２９３】
　第２バンク３２には、第２バンク３２の気筒２２に連通する第２個別排気通路７２が接
続されている。
【０２９４】
　第３バンク３３には、第３バンク３３の気筒２３に連通する第３個別排気通路７３が接
続されている。
【０２９５】
　第４バンク３４には、第４バンク３４の気筒２４に連通する第４個別排気通路７４が接
続されている。
【０２９６】
　第１個別排気通路７１、第２個別排気通路７２、第３個別排気通路７３、及び第４個別
排気通路７４は、下流において全てのバンクが共有する共有排気通路８０に集合している
。
【０２９７】
　第１個別排気通路７１には、第１前段触媒１４１が配置されている。
【０２９８】
　第２個別排気通路７２には、第２前段触媒１４２が配置されている。
【０２９９】
　第３個別排気通路７３には、第３前段触媒１４３が配置されている。
【０３００】
　第４個別排気通路７４には、第４前段触媒１４４が配置されている。
【０３０１】
　共有排気通路８０には、床下触媒１５０が配置されている。
【０３０２】
　第１前段触媒１４１より下流側の第１個別排気通路７１には第１ＥＧＲ通路９１が接続
されている。
【０３０３】
　第１ＥＧＲ通路９１は途中の分岐部９１０において第１分岐通路９１１、第２分岐通路
９１２、第３分岐通路９１３、及び第４分岐通路９１４に分岐している。
【０３０４】
　第１分岐通路９１１は第１個別吸気通路４１に接続されている。
【０３０５】
　第２分岐通路９１２は第２個別吸気通路４２に接続されている。
【０３０６】
　第３分岐通路９１３は第３個別吸気通路４３に接続されている。
【０３０７】
　第４分岐通路９１４は第４個別吸気通路４４に接続されている。
【０３０８】
　分岐部９１０より上流側の第１ＥＧＲ通路９１には、第１ＥＧＲ通路９１を流れるＥＧ
Ｒガスの流量を調節する第１ＥＧＲ弁１０１が備えられている。また、第１ＥＧＲ弁１０
１の開度を測定する第１ＥＧＲ弁開度センサ１１１が備えられている。
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【０３０９】
　第１分岐通路９１１の途中には、第１分岐通路内のＥＧＲガスが第１個別吸気通路４１
に流入することを遮断可能な遮断弁１３１が備えられている。
【０３１０】
　第２分岐通路９１２の途中には、第２分岐通路内のＥＧＲガスが第２個別吸気通路４２
に流入することを遮断可能な遮断弁１３２が備えられている。
【０３１１】
　第３分岐通路９１３の途中には、第３分岐通路内のＥＧＲガスが第３個別吸気通路４３
に流入することを遮断可能な遮断弁１３３が備えられている。
【０３１２】
　第４分岐通路９１４の途中には、第４分岐通路内のＥＧＲガスが第４個別吸気通路４４
に流入することを遮断可能な遮断弁１３４が備えられている。
【０３１３】
　第１バンク３１から排出された排気の一部は第１ＥＧＲ通路９１によって取り出され、
第１ＥＧＲ通路９１を通過し、第１分岐通路９１１～第４分岐通路９１４を通ってＥＧＲ
ガスとして第１個別吸気通路４１～第４個別吸気通路４４に流入する。
【０３１４】
　第２前段触媒１４２より下流側の第２個別排気通路７２には第２ＥＧＲ通路９２が接続
されている。
【０３１５】
　第２ＥＧＲ通路９２は途中の分岐部９２０において第１分岐通路９２１、第２分岐通路
９２２、第３分岐通路９２３、及び第４分岐通路９２４に分岐している。
【０３１６】
　第１分岐通路９２１は第１個別吸気通路４１に接続されている。
【０３１７】
　第２分岐通路９２２は第２個別吸気通路４２に接続されている。
【０３１８】
　第３分岐通路９２３は第３個別吸気通路４３に接続されている。
【０３１９】
　第４分岐通路９２４は第４個別吸気通路４４に接続されている。
【０３２０】
　分岐部９２０より上流側の第２ＥＧＲ通路９２には、第２ＥＧＲ通路９２を流れるＥＧ
Ｒガスの流量を調節する第２ＥＧＲ弁１０２が備えられている。また、第２ＥＧＲ弁１０
２の開度を測定する第２ＥＧＲ弁開度センサ１１２が備えられている。
【０３２１】
　第１分岐通路９２１の途中には、第１分岐通路内のＥＧＲガスが第１個別吸気通路４１
に流入することを遮断可能な遮断弁２３１が備えられている。
【０３２２】
　第２分岐通路９２２の途中には、第２分岐通路内のＥＧＲガスが第２個別吸気通路４２
に流入することを遮断可能な遮断弁２３２が備えられている。
【０３２３】
　第３分岐通路９２３の途中には、第３分岐通路内のＥＧＲガスが第３個別吸気通路４３
に流入することを遮断可能な遮断弁２３３が備えられている。
【０３２４】
　第４分岐通路９２４の途中には、第４分岐通路内のＥＧＲガスが第４個別吸気通路４４
に流入することを遮断可能な遮断弁２３４が備えられている。
【０３２５】
　第２バンク３２から排出された排気の一部は第２ＥＧＲ通路９２によって取り出され、
第２ＥＧＲ通路９２を通過し、第１分岐通路９２１～第４分岐通路９２４を通ってＥＧＲ
ガスとして第１個別吸気通路４１～第４個別吸気通路４４に流入する。
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【０３２６】
　第１個別吸気通路４１における第１分岐通路９１１の接続箇所より上流側且つ第１分岐
通路９２１の接続箇所より上流側の位置には、第１個別スロットル弁６１が備えられてい
る。
【０３２７】
　第２個別吸気通路４２における第２分岐通路９１２の接続箇所より上流側且つ第２分岐
通路９２２の接続箇所より上流側の位置には、第２個別スロットル弁６２が備えられてい
る。
【０３２８】
　第３個別吸気通路４３における第３分岐通路９１３の接続箇所より上流側且つ第３分岐
通路９２３の接続箇所より上流側の位置には、第３個別スロットル弁６３が備えられてい
る。
【０３２９】
　第４個別吸気通路４４における第４分岐通路９１４の接続箇所より上流側且つ第４分岐
通路９２４の接続箇所より上流側の位置には、第４個別スロットル弁６４が備えられてい
る。
【０３３０】
　第１バンク３１及び第２バンク３２は、これらバンクから排出される排気の少なくとも
一部が第１ＥＧＲ通路９１又は第２ＥＧＲ通路９２によって取り出され、ＥＧＲガスとし
て第１個別吸気通路４１～第４個別吸気通路４４に流入させられるバンクであり、本発明
における「ＥＧＲ取り出し有りバンク」に相当する。
【０３３１】
　一方、第３バンク３３及び第４バンク３４は、これらのバンクから排出された排気の一
部が第１ＥＧＲ通路９１及び第２ＥＧＲ通路９２のいずれによってもＥＧＲガスとして取
り出されないバンクであり、本発明における「ＥＧＲ取り出し無しバンク」に相当する。
【０３３２】
　第１ＥＧＲ弁開度センサ１１１及び第２ＥＧＲ弁開度センサ１１２その他各種センサは
ＥＣＵ１２０に接続され、その測定データがＥＣＵ１２０に入力されるようになっている
。
【０３３３】
　また、ＥＣＵ１２０には、第１ＥＧＲ弁１０１、第２ＥＧＲ弁１０２、第１個別スロッ
トル弁６１、第２個別スロットル弁６２、第３個別スロットル弁６３、第４個別スロット
ル弁６４、遮断弁１３１、遮断弁１３２、遮断弁１３３、遮断弁１３４、遮断弁２３１、
遮断弁２３２、遮断弁２３３、遮断弁２３４その他の各種の機器が接続され、ＥＣＵ１２
０によってこれらの機器の動作が制御されるようになっている。
【０３３４】
　ＥＣＵ１２０は、エンジン１の運転を制御するコンピュータであり、各種の制御プログ
ラムが記憶されたＲＯＭ、制御プログラムを実行するＣＰＵ、測定データ等を一時的に記
憶するＲＡＭ等の公知の構成を有する。ＥＣＵ１２０は、エンジン１の負荷や回転数等の
運転状態を各種センサから入力される測定データに基づいて把握し、把握した運転状態に
応じて上記各種機器に制御信号を送出する。
【０３３５】
　ここでは、２つのＥＧＲ弁のうち、特に第１ＥＧＲ弁１０１が開固着した場合を例に、
本実施例のシステムにおいて行われる制御について説明する。
【０３３６】
　第１ＥＧＲ弁１０１が開固着した場合であって、固着開度がエンジン１の運転条件に応
じてＥＣＵ１２０が設定する目標開度より大きい開度となる場合には、吸気のＥＧＲガス
量が過多となって燃焼不良が発生する虞がある。
【０３３７】
　すなわち、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着した場合、第１バンク３１は上述の本発明の説
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明における「ＥＧＲ取り出し増大バンク」に相当する。
【０３３８】
　一方、ここでは第２ＥＧＲ弁１０２は開固着していない場合を想定しているので、第２
バンク３２は、本発明における「ＥＧＲ取り出し有りバンク」ではあるが、「ＥＧＲ取り
出し増大バンク」ではない。
【０３３９】
　本実施例では、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着したことを検知した場合、ＥＧＲ取り出し
増大バンクである第１バンク３１において燃料カット制御を行う。
【０３４０】
　さらに、第１個別スロットル弁６１の開度を通常時よりも閉じ側の開度に制御し、第２
個別スロットル弁６２、第３個別スロットル弁６３、及び第４個別スロットル弁６４の開
度を通常時よりも開き側の開度に制御する。
【０３４１】
　そして、第２バンク３２～第４バンク３４の燃料噴射量を通常時よりも増量する。
【０３４２】
　第１個別スロットル弁６１が通常時よりも閉じ側の開度に制御され、且つ、第２個別ス
ロットル弁６２、第３個別スロットル弁６３、及び第４個別スロットル弁６４の開度が通
常時よりも開き側の開度に制御されることにより、第１個別スロットル弁６１より下流側
の第１個別吸気通路４１の圧力に対して、第２個別スロットル弁６２より下流側の第２個
別吸気通路４２、第３個別スロットル弁６３より下流側の第３個別吸気通路４３、第４個
別スロットル弁６４より下流側の第４個別吸気通路４４の圧力が高くなる。
【０３４３】
　従って、第１ＥＧＲ通路９１内の空気ＥＧＲガスは、第２分岐通路９１２～第４分岐通
路９１４よりも、第１分岐通路９１１の方に流入し易くなる。これにより、燃料カット制
御が行われる第１バンク３１から排出される排気（空気）は、第１ＥＧＲ通路９１によっ
て第１個別排気通路７１から取り出され、第１ＥＧＲ通路９１から第１分岐通路９１１に
その大部分が流入し、第１分岐通路９１１を通過して第１個別吸気通路４１に流入し、第
１バンク３１に流入することになる。
【０３４４】
　すなわち、燃料カット制御が行われる第１バンク３１、第１個別排気通路７１、第１Ｅ
ＧＲ通路９１、第１分岐通路９１１、第１個別吸気通路４１を含む循環経路内を空気ＥＧ
Ｒガスが循環することになり、空気ＥＧＲガスが第２バンク３２～第４バンク３４へ流入
することが抑制される。
【０３４５】
　更に、本実施例では、この時、遮断弁１３１を開弁し、遮断弁１３２、遮断弁１３３、
遮断弁１３４を閉弁する。遮断弁２３１～２３４は全て開弁する。
【０３４６】
　これにより、第１ＥＧＲ通路９１内のＥＧＲガスが第２バンク３２～第４バンク３４に
流入することがより確実に防止される。
【０３４７】
　そして、第２個別スロットル弁６２～第４個別スロットル弁６４の開度が通常時よりも
開き側の開度とされることで、第２バンク３２～第４バンク３４の吸気量が増加するが、
これに応じて第２バンク３２～第４バンク３４の燃料噴射量が増量されることにより、第
２バンク３２～第４バンク３４からの排気が過剰にリーンになることが抑制され、第２前
段触媒１４２～第４前段触媒１４４及び床下触媒１５０が過剰にリーンな排気に曝されて
劣化することを抑制することが可能となる。
【０３４８】
　更に、第２バンク３２～第４バンク３４のトルクが増大するので、第１バンク３１の燃
料カット制御に起因するトルク不足を補うことができる。従って、退避走行を支障なく行
うための十分なトルクを確保することも可能となる。
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【０３４９】
　なお、実施例３と同様に、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着したことが検知されたか否かに
応じて、第１個別スロットル弁６１～第４個別スロットル弁６４の開度が全て通常開度と
される制御パターンと、第１個別スロットル弁６１の開度が通常開度よりも閉じ側の所定
開度とされるとともに第２個別スロットル弁６２～第４個別スロットル弁６４の開度が通
常開度よりも開き側の所定開度とされる制御パターンと、の２通りの制御パターンのいず
れかに切り替えるようにしても良いが、第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度に応じて、よりき
め細かく第１個別スロットル弁６１～第４個別スロットル弁６４の開度を制御しても良い
。
【０３５０】
　また、開固着時の第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度と、エンジン１の運転条件に応じてＥ
ＣＵ１２０によって設定される目標開度と、を比較して、固着開度の方が目標開度より開
き側である場合に限って、上述した制御を行うようにしても良い。
【０３５１】
　以上説明した本実施例の制御フローについて、図１２に基づいて説明する。図１２のフ
ローチャートによって示されるルーチンは、エンジン１００の稼働中定期的にＥＣＵ１２
０によって実行される。
【０３５２】
　ステップＳ４０１において、ＥＣＵ１２０は、第１ＥＧＲ弁１０１又は第２ＥＧＲ弁１
０２の少なくともいずれかに開固着したものが有るか否かを判定する。本実施例では、第
１ＥＧＲ弁開度センサ１１１によって測定される第１ＥＧＲ弁１０１の実際の開度と、Ｅ
ＣＵ１２０によって設定される目標開度とを比較し、目標開度の変化に対して実際の開度
が変化していないことを検知した場合に、第１ＥＧＲ弁１０１が開固着したと判定する。
第２ＥＧＲ弁１０２についても同様に開固着の有無を判定する。
【０３５３】
　ステップＳ４０１において、第１ＥＧＲ弁１０１又は第２ＥＧＲ弁１０２の少なくとも
いずれかが開固着したと判定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ４０２に進む。一方
、ステップＳ４０１において、第１ＥＧＲ弁１０１及び第２ＥＧＲ弁１０２のどちらも開
固着していないと判定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ４０３に進む。
【０３５４】
　ステップＳ４０２において、ＥＣＵ１２０は、ステップＳ４０１で開固着したと判定さ
れたＥＧＲ弁の固着開度が目標開度よりも開き側であるか否かを判定する。
【０３５５】
　ステップＳ４０２において、開固着したＥＧＲ弁の固着開度が目標開度よりも開き側で
はないと判定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ４０３に進む。
【０３５６】
　ステップＳ４０３では、ＥＣＵ１２０は、通常処理を実行する。すなわち、第１個別ス
ロットル弁６１～第４個別スロットル弁６４の開度を、エンジン１の運転状態に応じて予
め定められたベースマップ値に設定する。また、第１バンク３１～第４バンク３４の燃料
噴射量をベースマップ値に設定する。また、全ての遮断弁を開弁する。
【０３５７】
　ステップＳ４０２において、開固着したＥＧＲ弁に少なくとも第１ＥＧＲ弁１０１が含
まれる場合であって、第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度が目標開度よりも開き側であると判
定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ４０４に進む。
【０３５８】
　ステップＳ４０４では、ＥＣＵ１２０は、第１バンク３１において燃料カット制御を行
う。そして、第１個別スロットル弁６１の開度をベースマップ値よりも閉じ側の開度に制
御するとともに、第２個別スロットル弁６２～第４個別スロットル弁６４の開度をベース
マップ値よりも開き側の開度に制御する。
【０３５９】
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　更に、遮断弁１３１、２３１～２３４を開弁し、遮断弁１３２～１３４を閉弁する。更
に、第２バンク３２～第４バンク３４の燃料噴射量をベースマップ値よりも増量する。
【０３６０】
　これにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクであり燃料カット制御が行われる第１バンク３
１から排出される排気（空気）から取り出された空気ＥＧＲガスは、第１バンク３１にの
み流入し、第２バンク３２～第４バンク３４への流入が遮断される。従って、この空気Ｅ
ＧＲガスは第１バンク３１を含む循環経路内で循環することになる。
【０３６１】
　また、第２個別スロットル弁６２～第４個別スロットル弁６４の開度が開き側の開度に
制御されることによる第２バンク３２～第４バンク３４の吸気量の増量に応じて第２バン
ク３２～第４バンク３４の燃料噴射量が増量されるので、第２バンク３２～第４バンク３
４から排出される排気が過剰にリーンになることが抑制されるとともに、第２バンク３２
～第４バンク３４のトルクが増大する。
【０３６２】
　よって、第２前段触媒１３２～第４前段触媒１３４及び床下触媒１５０に流入する排気
が過剰にリーンになることを抑制できるとともに、第１バンク３１の燃料カット制御に起
因するトルク不足を補うことができる。
【０３６３】
　ステップＳ４０２において、開固着したＥＧＲ弁に少なくとも第２ＥＧＲ弁１０２が含
まれる場合であって、第２ＥＧＲ弁１０２の固着開度が目標開度よりも開き側であると判
定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ４０５に進む。
【０３６４】
　ステップＳ４０５では、ＥＣＵ１２０は、第２バンク３２において燃料カット制御を行
う。そして、第２個別スロットル弁６２の開度をベースマップ値よりも閉じ側の開度に制
御するとともに、第１個別スロットル弁６１、第３個別スロットル弁６３、及び第４個別
スロットル弁６４の開度をベースマップ値よりも開き側の開度に制御する。
【０３６５】
　更に、遮断弁２３２、１３１～１３４を開弁し、遮断弁２３１、２３３、及び２３４を
閉弁する。更に、第１バンク３１、第３バンク３３、及び第４バンク３４の燃料噴射量を
ベースマップ値よりも増量する。
【０３６６】
　これにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクであり燃料カット制御が行われる第２バンク３
２から排出される排気（空気）から取り出された空気ＥＧＲガスは、第２バンク３２にの
み流入し、第１バンク３１、第３バンク３３、及び第４バンク３４への流入が遮断される
。従って、この空気ＥＧＲガスは第２バンク３２を含む循環経路内で循環することになる
。
【０３６７】
　また、第１個別スロットル弁６１、第３個別スロットル弁６３、及び第４個別スロット
ル弁６４の開度が開き側の開度に制御されることによる第１バンク３１、第３バンク３３
、及び第４バンク３４の吸気量の増量に応じて第１バンク３１、第３バンク３３、及び第
４バンク３４の燃料噴射量が増量されるので、第１バンク３１、第３バンク３３、及び第
４バンク３４から排出される排気が過剰にリーンになることが抑制されるとともに、第１
バンク３１、第３バンク３３、及び第４バンク３４のトルクが増大する。
【０３６８】
　よって、第１前段触媒１３１、第３前段触媒１３３、第４前段触媒１３４、及び床下触
媒１５０に流入する排気が過剰にリーンになることを抑制できるとともに、第２バンク３
２の燃料カット制御に起因するトルク不足を補うことができる。
【０３６９】
　ステップＳ４０２において、第１ＥＧＲ弁１０１及び第２ＥＧＲ弁１０２の両方が開固
着した場合であって、第１ＥＧＲ弁１０１の固着開度も第２ＥＧＲ弁１０２の固着開度も
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目標開度よりも開き側であると判定された場合、ＥＣＵ１２０はステップＳ４０６に進む
。
【０３７０】
　ステップＳ４０６では、ＥＣＵ１２０は、第１バンク３１及び第２バンク３２において
燃料カット制御を行う。そして、第１個別スロットル弁６１及び第２個別スロットル弁６
２の開度をベースマップ値よりも閉じ側の開度に制御するとともに、第３個別スロットル
弁６３及び第４個別スロットル弁６４の開度をベースマップ値よりも開き側の開度に制御
する。
【０３７１】
　更に、遮断弁１３１、１３２、２３１、２３２を開弁し、遮断弁１３３、１３４、２３
３、２３４を閉弁する。更に、第３バンク３３及び第４バンク３４の燃料噴射量をベース
マップ値よりも増量する。
【０３７２】
　これにより、ＥＧＲ取り出し増大バンクであり燃料カット制御が行われる第１バンク３
１及び第２バンク３２から排出される排気（空気）から取り出された空気ＥＧＲガスは、
第１バンク３１及び第２バンク３２にのみ流入し、第３バンク３３及び第４バンク３４へ
の流入が遮断される。従って、この空気ＥＧＲガスは、第１バンク３１を含む循環経路内
及び／又は第２バンク３２を含む循環経路内で循環することになる。
【０３７３】
　また、第３個別スロットル弁６３及び第４個別スロットル弁６４の開度が開き側の開度
に制御されることによる第３バンク３３及び第４バンク３４の吸気量の増量に応じて第３
バンク３３及び第４バンク３４の燃料噴射量が増量されるので、第３バンク３３及び第４
バンク３４から排出される排気が過剰にリーンになることが抑制されるとともに、第３バ
ンク３３及び第４バンク３４のトルクが増大する。
【０３７４】
　よって、第３前段触媒１３３、第４前段触媒１３４、及び床下触媒１５０に流入する排
気が過剰にリーンになることを抑制できるとともに、第１バンク３１及び第２バンク３２
の燃料カット制御に起因するトルク不足を補うことができる。
【０３７５】
　以上のルーチンを実行することにより、第１ＥＧＲ弁１０１や第２ＥＧＲ弁１０２が開
固着してその固着開度が目標開度より開き側の開度である場合において、第１バンク３１
や第２バンク３２において燃料カット制御が行われる場合においても、多量の空気ＥＧＲ
ガスが燃料カット制御が行われないバンクに流入してそれらのバンクからの排気が過剰に
リーンになることが抑制される。
【０３７６】
　よって、燃料カット制御が行われないバンク下流の前段触媒や床下触媒が過剰にリーン
排気に曝されて劣化することを好適に抑制することが可能となる。
【０３７７】
　本実施例では、遮断弁１３１～１３４、２３１～２３４が本発明における遮断装置に相
当する。
【０３７８】
　本実施例において、第１ＥＧＲ弁１０１及び／又は第２ＥＧＲ弁１０２の開固着検知時
に、ステップＳ４０４、ステップＳ４０５、又はステップＳ４０６の処理を行って、第１
個別スロットル弁６１及び／又は第２個別スロットル弁６２の開度をベースマップ値より
も閉じ側の開度に変更し、それ以外の個別スロットル弁の開度をベースマップ値よりも開
き側の開度に変更し、燃料カット制御が行われているＥＧＲ取り出し有りバンク由来の空
気ＥＧＲガスが燃料カット制御が行われていないバンクへ流入するように遮断弁１３１～
１３４、２３１～２３４の開閉制御を行うＥＣＵ１２０が、本発明における故障時制御手
段に相当する。
【０３７９】
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　本実施例において、第１ＥＧＲ弁１０１又は第２ＥＧＲ弁１０２のいずれかが開固着し
たことが検知された場合に、第１バンク３１及び第２バンク３２の両方のＥＧＲ取り出し
有りバンクに対して燃料カット制御を行うようにしても良い。
【０３８０】
　この場合、第１ＥＧＲ通路９１及び第２ＥＧＲ通路９２の両方が空気ＥＧＲガスを各個
別吸気通路に流入させることになるので、第１個別スロットル弁６１及び第２個別スロッ
トル弁６２の開度を閉じ側に変更し、第３個別スロットル弁６３及び第４個別スロットル
弁６４の開度を開き側に変更するようにしても良い。
【０３８１】
　これにより、第１ＥＧＲ通路９１内のＥＧＲガスは、第３分岐通路９１３及び第４分岐
通路９１４よりも第１分岐通路９１１及び第２分岐通路９１２に流入し易くなり、また、
第２ＥＧＲ通路９２内のＥＧＲガスは、第３分岐通路９２３及び第４分岐通路９２４より
も第１分岐通路９２１及び第２分岐通路９２２に流入し易くなる。
【０３８２】
　従って、燃料カット制御が行われる第１バンク３１及び第２バンク３２からの排気（空
気）は、第１バンク３１から排出され、第１ＥＧＲ通路９１及び第１分岐通路９１１を経
て第１バンク３１に戻る循環経路を循環し、第１バンク３１から排出され、第１ＥＧＲ通
路９１及び第２分岐通路９１２を経て第２バンク３２を含む循環経路に流入し、第２バン
ク３２から排出され、第２ＥＧＲ通路９２及び第２分岐通路９２２を経て第２バンク３２
に戻る循環経路を循環し、又は、第２バンク３２から排出され、第２ＥＧＲ通路９２及び
第１分岐通路９２１を経て第１バンク３１を含む循環経路に流入する。
【０３８３】
　これにより、ＥＧＲ取り出し無しバンクである第３バンク３３及び第４バンク３４に空
気ＥＧＲガスが流入することが抑制される。そして、第３個別スロットル弁６３及び第４
個別スロットル弁６４の開度が開き側に変更されることによる第３バンク３３及び第４バ
ンク３４の吸気量の増大に応じて、第３バンク３３及び第４バンク３４の燃料噴射量が増
量されるので、第３前段触媒１４３、第４前段触媒１４４、及び床下触媒１５０が過剰に
リーンな排気に曝されて劣化することを抑制できるとともに、第１バンク３１及び第２バ
ンク３２において燃料カット制御が行われることに起因するトルク不足を回避することが
可能となる。
【０３８４】
　このようにＥＧＲ取り出し有りバンクを一律に燃料カット制御する場合、遮断弁は、各
ＥＧＲ通路からＥＧＲ取り出し無しバンクへのＥＧＲガスの流入を遮断するものだけ備え
れば十分である。
【０３８５】
　すなわち、ＥＧＲ取り出し無しバンク（第３バンク３３、第４バンク３４）の個別吸気
通路（第３個別吸気通路４３、第４個別吸気通路４４）へのＥＧＲガスの流入を遮断する
遮断弁（遮断弁１３３、１３４、２３３、２３４）のみ備え、いずれかのＥＧＲ弁（第１
ＥＧＲ弁１０１、第２ＥＧＲ弁１０２）の開固着検知時に第１バンク３１及び第２バンク
３２において燃料カット制御が行われるのに応じて、遮断弁１３３、１３４、２３３、２
３４を遮断するようにしても良い。
【０３８６】
　なお、以上述べた実施例は本発明を説明するための一例であって、本発明の本旨を逸脱
しない範囲内において上記の実施例には種々の変更を加え得る。
【０３８７】
　例えば、上記実施例では１バンクあたり３つの気筒を有するバンクを２個又は４個有す
るエンジンシステムを例に説明したが、１バンク当たりの気筒の個数や、エンジンシステ
ムが有するバンクの個数は上記実施例で例示した個数に限られない。
【０３８８】
　また、実施例３及び４における前段触媒及び床下触媒の構成はこれに限る必要はない。



(38) JP 2010-59922 A 2010.3.18

10

20

30

40

50

少なくともＥＧＲ取り出し無しバンクから流出する排気が流通する箇所に少なくとも一つ
の排気浄化触媒を備えた構成を有するエンジンシステムであれば、本発明を適用すること
により、当該排気浄化触媒の劣化を抑制できるという本発明の効果を享受できる。
【０３８９】
　また、実施例１及び２では、ＥＧＲ通路が共有吸気通路に接続される場合を例に説明し
たが、実施例１及び２において、ＥＧＲ通路は、実施例３や４のように途中で分岐して各
バンクの個別吸気通路に接続するように構成することもできる。
【図面の簡単な説明】
【０３９０】
【図１】実施例１に係るＥＧＲ装置を適用する内燃機関とその吸気系及び排気系の概略構
成を示す図である。
【図２】実施例１において、ＥＧＲ弁が開固着していない通常時と、ＥＧＲ弁の開固着が
検知された時と、のそれぞれにおける、第１バンク及び第２バンクの吸気バルブの閉弁タ
イミングを表す図である。
【図３】実施例１において、ＥＧＲ弁の固着開度と、第１バンク及び第２バンクの吸気バ
ルブの閉弁タイミングと、の関係の一例を表す図である。
【図４】実施例１において、ＥＧＲ弁の固着の有無に応じて行われる吸気バルブの閉弁タ
イミング制御ルーチンを表すフローチャートである。
【図５】実施例２に係るＥＧＲ装置を適用する内燃機関とその吸気系及び排気系の概略構
成を示す図である。
【図６】実施例２において、ＥＧＲ弁の固着開度と、各バンクの個別スロットル弁の開度
と、の関係の一例を表す図である。
【図７】実施例２において、ＥＧＲ弁の固着の有無に応じて行われる個別スロットル弁の
開度制御ルーチンを表すフローチャートである。
【図８】実施例３に係るＥＧＲ装置を適用する内燃機関とその吸気系及び排気系の概略構
成を示す図である。
【図９】実施例３において、ＥＧＲ弁の固着開度と、各バンクの個別スロットル弁の開度
と、の関係の一例を表す図である。
【図１０】実施例３において、ＥＧＲ弁の固着の有無に応じて行われる個別スロットル弁
及び遮断弁の開度制御ルーチンを表すフローチャートである。
【図１１】実施例４に係るＥＧＲ装置を適用する内燃機関とその吸気系及び排気系の概略
構成を示す図である。
【図１２】実施例４において、ＥＧＲ弁の固着の有無に応じて行われる個別スロットル弁
及び遮断弁の開度制御ルーチンを表すフローチャートである。
【符号の説明】
【０３９１】
１     エンジン
２     第１バンク
３     第２バンク
４     気筒
５     気筒
６     第１個別吸気通路
７     第２個別吸気通路
８     共有吸気通路
９     第２個別排気通路
１０   第１個別排気通路
１１   共有排気通路
１２   ＥＧＲ通路
１３   ＥＧＲ弁
１４   スロットル弁
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１５   第２吸気ＶＶＴ機構
１６   第１吸気ＶＶＴ機構
１７   ＥＧＲ弁開度センサ
１８   ＥＣＵ
２１   気筒
２２   気筒
２３   気筒
２４   気筒
３１   第１バンク
３２   第２バンク
３３   第３バンク
３４   第４バンク
４１   第１個別吸気通路
４２   第２個別吸気通路
４３０ 第１共有吸気通路
５０   共有吸気通路
５００ 第２共有吸気通路
６１   第１個別スロットル弁
６２   第２個別スロットル弁
６３   第３個別スロットル弁
６４   第４個別スロットル弁
６３０ 共有スロットル弁
７１   第１個別排気通路
７２   第２個別排気通路
７３   第３個別排気通路
７４   第４個別排気通路
８０   共有排気通路
９１   第１ＥＧＲ通路
９２   第２ＥＧＲ通路
９１０ 分岐部
９１１ 第１分岐通路
９１２ 第２分岐通路
９１３ 第３分岐通路
９１４ 第４分岐通路
９２０ 分岐部
９２１ 第１分岐通路
９２２ 第２分岐通路
９２３ 第３分岐通路
９２４ 第４分岐通路
１０１ 第１ＥＧＲ弁
１１１ 第１ＥＧＲ弁開度センサ
１０２ 第２ＥＧＲ弁
１１２ 第２ＥＧＲ弁開度センサ
１２０ ＥＣＵ
１３１ 遮断弁
１３２ 遮断弁
１３３ 遮断弁
１３４ 遮断弁
２３１ 遮断弁
２３２ 遮断弁
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２３３ 遮断弁
２３４ 遮断弁
１４１ 第１前段触媒
１４２ 第２前段触媒
１４３ 第３前段触媒
１４４ 第４前段触媒
１５０ 床下触媒

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】



(43) JP 2010-59922 A 2010.3.18

【図１１】 【図１２】
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